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 内閣府宇宙政策委員会国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構分科会 議事録 

（総務省国立研究開発法人審議会 第２回宇宙航空研究開発機構部会との合同開催） 

 

 

１．日時：平成２７年７月１０日（金） １３：３０－１７：００ 

 

２．場所：内閣府宇宙戦略室大会議室 

 

３．出席者 

（１）委員（内閣府側） 

山川分科会長、田辺分科会長代理、青木委員 

（２）委員（総務省側） 

梅比良部会長、水野部会長代理、知野委員、入澤専門委員、小林専門委員、

藤本専門委員 

（３）事務局（内閣府） 

小宮宇宙戦略室長、中村宇宙戦略室審議官、頓宮宇宙戦略室参事官 

（４）事務局（総務省） 

山内宇宙通信政策課長 

（５）説明者（宇宙航空研究開発機構） 

山浦理事、川端理事、山本理事、浜崎理事、常田理事、今井理事、 

布野執行役、深井執行役 

 

４．議 題 

（１）平成 26 年度業務実績評価の進め方について 

（２）宇宙航空研究開発機構の平成 26 年度業務実績評価について 

（３）宇宙航空研究開発機構からのヒアリング 

（４）その他 

 

５．議 事 

○山川分科会長 定刻になりましたので、内閣府宇宙政策委員会ＪＡＸＡ分科
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会及び総務省国立研究開発法人審議会 ＪＡＸＡ部会の合同会議を開催いたし

ます。本日は、お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。本

日は、両分科会・部会合同で、ＪＡＸＡの業務実績等のヒアリングを行います。 

 なお、総務省ＪＡＸＡ部会の梅比良部会長とご相談の上、内閣府のＪＡＸＡ

分科会長として、私、山川が議事を進行させていただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 また、本日の合同会議ですが、公開とさせていただきます。 

 まず、本日の開催に当たりまして、事務局よりご挨拶をいただきます。よろ

しくお願いします。 

○小宮室長 お忙しいところお集まりいただきましてありがとうございます。

内閣府宇宙戦略室長の小宮でございます。 

 少しこの場をおかりいたしまして、一言だけ本日の会の趣旨、意味について

ご挨拶申し上げたいと思います。ご案内かと思いますが、宇宙政策につきまし

ては、今から７年前に議員立法で宇宙基本法ができました。以降、この宇宙開

発戦略本部で、総理の指示のもと、政府全体が一丸となって宇宙政策を進める

ということになってきたわけでございます。また、この流れを受け、３年前に

ＪＡＸＡ法が改正され、それまではＪＡＸＡの所管に入っていなかった内閣総

理大臣と経済産業大臣がＪＡＸＡの所管に入ってきました。この趣旨は、この

宇宙基本法にも述べられているように、出口戦略を重視をするという趣旨でご

ざいます。そういう意味で、内閣総理大臣がＪＡＸＡの所管に入ったというの

は、全てのユーザー省庁を代表してこの所管に入ったというのが、この法律の

改正の経緯でございます。 

 したがいまして、本日、研究開発法人になって、このＪＡＸＡ分科会が開か

れている形になっているわけですが、そこの趣旨というのは、出口戦略の観点

から、このＪＡＸＡの業務を評価していくというふうに理解をしております。

そういう意味で、今年の１月９日に新たな宇宙基本計画が制定されまして、こ

こでもより出口に向かってやっていこうということが決められているところで

すし、また先般、宇宙開発戦略本部が開催をされまして、この工程表の改訂に

向けての作業も開始をされたところですけれども、ぜひこの全体の宇宙基本計

画、もしくは宇宙政策の流れの中で、このＪＡＸＡ分科会のご審議をいただけ
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れば、私としては非常に幸いでございます。今後ともよろしくお願い申し上げ

ます。 

○山川分科会長 ありがとうございました。では、引き続きまして山内課長か

らお願いいたします。 

○山内課長 総務省情報通信国際戦略局宇宙通信政策課長の山内でございます。

総務省でＪＡＸＡの所管をしております。よろしくお願いします。 

 今、小宮室長から宇宙政策全体のお話がありましたので、私からは今回、研

究開発法人に変わったというのは、実際に何が変わったかを簡単にご紹介させ

ていただきます。 

 ご存じのとおり、もともと独立行政法人にはいろいろな種類の法人がござい

ました。いわゆる国の業務を単純に委託されて行っている法人、研究開発的な

性格を持ち、法人の意思によって研究開発を進めている法人等いろいろあった

わけですが、これをひとくくりの独立行政法人にしていたがゆえに、研究開発

をどう評価するのかについてはずっと議論を続けていた状態でございました。

今回それを踏まえて、研究開発法人をひとくくりにして、このＪＡＸＡを含む、

例えば弊省の場合ですとＮＩＣＴがございますが、こういう法人についての評

価を少し変えようということになりました。 

 そうしますと研究開発とは何か、開発をしたものが何か、開発そのものがど

うであるかということ等について、以前の独立行政法人評価委員会の中でも、

成果をどう捉えるかというお話があったかと思いますが、こういうところに少

し重きを置きながら、議論をさせていただくことになるだろうと思っておりま

す。 

 また今まではＪＡＸＡの自己評価について委員の皆様に評価をしていただい

て、私どもがそれに修正を加えるという形でしたが、今回からは委員の皆様に

は、評価をしていただかず、私どもが評価するという形に変わっております。

もう一つ、今までのいわゆるＡＢＣＤをずっと見ていただいた感覚からいうと、

Ａが標準だと思っていただいているかと思いますが、今回からはＢが標準にな

ります。一見すると随分自己評価が低くなったと思われるかもしれませんが、

標準がＡからＢに変わっているためでございます。私どもとしては、委員の皆

様からＪＡＸＡの業務に対していろいろなご意見をいただき、それがこれから
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のＪＡＸＡの運営に、前向きに捉えられるものにぜひなってほしいということ

に変わりはございません。しかし運営の仕方が変わっている部分がございます

ので、これは審議の時点でいろいろとご不明、ご疑問な点があればぜひご質問

をいただきたいと存じます。私どもも実は若干手探りのところがございまして、

現に今、ＮＩＣＴ担当の事務局との間で調整をしているところもございますの

で、ぜひ委員の皆様からご不明の点をいただきながら、この審議を進めさせて

いただきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○山川分科会長 ありがとうございました。 

 それでは、次に事務局より、配付資料等の確認と委員の紹介をお願いいたし

ます。 

○頓宮参事官 内閣府の宇宙戦略室の参事官の頓宮でございます。よろしくお

願いいたします。 

 まず資料についてですが、本体資料として資料１、資料２がございます。資

料２は、机の上の青いファイルに綴じ込んだ資料です。また、参考資料といた

しまして、参考資料１から５をお配りしています。あと、委員の皆様方のみに

机上資料１から３を配布しております。資料の乱丁・落丁等ございましたら、

お申しつけいただければと思います。 

 それでは、宇宙政策委員会ＪＡＸＡ分科会の委員につきましては、参考資料

１をご覧いただければと思います。全部で５名の方にご就任いただいています。

本日は、関委員と白坂委員はご欠席となっています。 

○山内課長 総務省国立研究開発法人審議会ＪＡＸＡ部会の委員の皆様、これ

は参考資料１－２ですが、梅比良部会長以下、お名前を記載させていただいて

おります。本日は、生越専門委員、末松専門委員、中須賀専門委員、藤野専門

委員、矢入専門委員はご欠席でございます。以上です。 

○山川分科会長 ありがとうございました。 

 それでは次に、この分科会の運営要領につきましてご説明をお願いいたしま

す。 

○頓宮参事官 内閣府宇宙政策委員会ＪＡＸＡ分科会、総務省国立研究開発法

人審議会ＪＡＸＡ部会のそれぞれの運営要領は、参考資料２－１、参考資料２

－２です。これらの運営要領に基づきまして、この分科会・部会の合同会議は
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公開とさせていただいております。また、資料につきましても公開することと

しております。以上です。 

○山川分科会長 ありがとうございました。 

 それでは、早速ですが、議題に入ります。今年度は平成２６年度の業務実績

評価を実施いたします。まずは事務局より、今年度の評価の進め方の説明をし

ていただき、その後、ご質問等を受け付けたいと思います。では、ご説明をお

願いいたします。 

○頓宮参事官 机上資料３をご覧いただければと思います。１ページ目ですが、

本年度、独立行政法人の通則法が改正され、独立行政法人は３つの類型に分類

されることになりました。中期目標管理法人、国立研究開発法人、そして行政

執行法人です。このうちＪＡＸＡについては、国立研究開発法人に分類されま

す。 

 ２ページ目に仕組みがどう変わったかという記載があります。昨年度まで、

この図の左の方にありますように、法人の業務、実績評価については、独立行

政法人評価委員会が主体となって行い、主務大臣は、評価に関与しないことに

なっていました。これが新しい制度になることで、それぞれの府省に置かれた

独立行政法人評価委員会は廃止され、法人の業務の実績評価は、主務大臣が直

接評価するという形に変更されました。 

 ３ページ目に国立研究開発法人についての図がございます。国立研究開発法

人については、研究開発の特性に応じた仕組みとして、主務大臣が研究開発に

関する事務事業について評価を行おうとするときには、あらかじめ研究開発に

関する審議会の意見を聞かなければならないと規定されています。ＪＡＸＡに

ついての研究開発に関する審議会としてのご意見をいただくために、本日お集

まりいただきました宇宙政策委員会ＪＡＸＡ分科会及び総務省国立研究開発法

人審議会ＪＡＸＡ部会、さらには文部科学省国立研究開発法人審議会ＪＡＸＡ

部会、そして経済産業省国立研究開発法人審議会ＪＡＸＡ部会が開催されるこ

とになっています。 

 次に、資料１をご覧いただければと思います。平成２６年度の業務実績評価

の進め方についてです。「１.昨年度からの主な変更点」ですが、全体的な背景

として、ＪＡＸＡが国立研究開発法人に移行したことに伴い、独立行政法人評



 - 6 -

価委員会にかわり、ＪＡＸＡを所管している４府省でそれぞれに研究開発に関

する審議会が設置されています。業務実績の評価については、主務大臣が実施

することとなっていますが、そのための政府統一的な指針として、総務大臣の

定める独立行政法人の評価に関する指針が定められています。これは参考資料

５として配付させていただいております。 

 この指針においては、主務大臣が評価を行うに当たって、適切な基準を策定

することとされており、これを受けて、内閣府と総務省におきましては、評価

の基準を大臣決定しています。それが参考資料４－１、参考資料４－２です。 

 簡単に申し上げますと、これら基準では、参考資料５の総務省が策定した独

立行政法人の評価に関する指針を準用することを書いています。ＪＡＸＡにつ

いては、今の現行の中期目標期間が進行中の経過措置中にある法人ということ

になっておりますが、総務省の評価の指針や、後ほどご説明する評価軸につい

ても適用されることになっております。 

 資料１の１ページ目の下のほうにある「２.業務実績評価の進め方」にあるよ

うに、総務省の評価の指針に基づき、ＪＡＸＡを所管する４府省、４大臣で１

つの評価書をつくることになっています。評価の指針等においては、法人のミ

ッションや目標に応じた適切な評価軸を設定し、これに基づいて評価を行うこ

とになっております。２ページ目の「②評価軸の設定について」ですが、JAXA

を始めとした中期目標期間が進行中の経過措置中にある法人につきましては、

昨年度の実績評価で用いた評価基準を活用することもできることになっていま

すので、それをもとに整理をさせていただいています。 

 評価軸につきましては、机上資料２にそれぞれの項目ごとに書かせていただ

いております。 

 次に、「③評価の進め方」ですが、今般、評価主体が主務大臣に移行すること

になりましたので、このＪＡＸＡ分科会及びＪＡＸＡ部会においては、ＳＡＢ

Ｃの評価を付すことはいたしません。このＪＡＸＡ分科会及びＪＡＸＡ部会に

おきましては、ＪＡＸＡの自己評価につきましてのご意見をいただきたいと考

えております。自己評価の評定とか評価内容に疑義がない場合でも、自己評価

の正当性や理事長のマネジメントといったものについてご意見をいただくこと

は構いません。 
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 本日は、ＪＡＸＡの自己評価書をもとにヒアリングを行います。ヒアリング

の結果を踏まえまして、意見記入シートにご意見等を記入いただいて、それぞ

れの事務局にご提出いただければと思います。いただきましたご意見について

は、内閣府については、次回８月１１日のＪＡＸＡ分科会におきまして、また

総務省につきましては来週７月１３日の文部科学省との合同ヒアリングを経ま

した７月２４日のＪＡＸＡ部会におきまして、それぞれ分科会・部会の意見と

して決定させていただく予定です。なお、総務省におきましては、部会で決定

した意見を総会に報告することを予定しています。ＪＡＸＡ分科会は、総会に

上げる必要はありませんので、そこは手続として少し違うところです。 

 項目ごとのＳＡＢＣの評定につきましては、４府省の研究開発に関する審議

会のご意見を踏まえながら、各主務大臣で協議をさせていただいて決定させて

いただくことを考えております。ＳＡＢＣの評定を含む最終的な主務大臣によ

る評定は、今申し上げたように４府省間の調整に基づくことになりますので、

審議会でいただきましたご意見とは異なる結果となる可能性もございます。こ

の点はご了承いただければと思います。 

 今後のスケジュール次第ですが、４府省で取りまとめました評価書の案につ

きましては、可能な限り委員の皆様に事前にお知らせしたいと考えております。 

 あと、留意事項として、本年１月に改定されました宇宙基本計画とＪＡＸＡ

の関係を少し補足させていただきます。ＪＡＸＡの中期目標は宇宙基本計画に

基づいて定められることになっており、宇宙基本計画が変わると、中期目標も

変わることになります。したがいまして、今年１月の宇宙基本計画改定に伴っ

て、ＪＡＸＡの中期目標、それから中期計画も改定されております。ただし、

今回の評価につきましては、平成２６年度の業務実績に係るものであり、新し

い宇宙基本計画は平成２７年度から始まるものです。したがいまして今回の評

価は、前の宇宙基本計画、そして前の中期目標、中期計画に基づくことになり

ます。 

 評価の日程ですが、昨日の７月９日に文部科学省さんと経産省の合同ヒアリ

ングが行われております。ＪＡＸＡからのヒアリングにつきましては、本日の

この場での合同ヒアリング、来週の７月１３日の総務省、文科省の合同ヒアリ

ングも合わせ、計３回開かれることになっております。 
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 ４ページ目ですけれども、内閣府では、第３回ＪＡＸＡ分科会は８月１１日

を予定しており、ここで意見を取りまとめることを考えております。総務省で

は、７月２４日の第４回のＪＡＸＡ部会で意見の取りまとめが行われまして、

８月５日の総務省国立研究開発法人審議会の総会に報告されます。 

 次に参考資料３の裏をご覧いただければと思います。ここに本日の評価の全

体像と全ての項目が記載されております。本日は、文部科学省の専管事項であ

りますⅠ.２.（１）の「①大学共同利用システムを基本とした学術研究」、Ⅰ.

３.の「航空科学技術（１）環境と安全に重点化した研究開発」及びⅠ.３.の「（２）

航空科学技術の利用促進」、内閣府が所管しておりませんⅡの業務運営の効率化

に関する目標を達成するためにとるべき措置の部分を除いた事項についてのヒ

アリングを行います。右のほうに担当省庁、文科、経産、総務、内閣府と記載

があり、今日は総務省と内閣府の両方に丸がついている部分をヒアリングいた

だくということです。 

 これらを時間割の形にいたしましたのが、参考資料３の表です。真ん中のと

ころで、ＪＡＸＡ内部評価となっていますが、ここにあわせてＪＡＸＡの自己

評価結果も記載させていただいております。本日のヒアリングは、このペーパ

ーに従って進行いただく予定です。以上でございます。 

○山川分科会長 ありがとうございました。ここまでの説明につきまして、ご

質問等ございますか。よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、事務局からのご説明のとおり、審議会としては、主務大臣が行う

評価に当たっての助言となるご意見をいただきたいと思います。 

 引き続き、事務局から机上資料の説明をお願いいたします。 

○頓宮参事官 机上資料１と机上資料２に沿ってご説明させていただければと

思います。本日、ヒアリングを行っていただくわけですが、皆様のご意見を机

上資料２に記入していただくということになります。委員の皆様にＳＡＢＣの

評定を書き込んでいただく必要はございません。委員の皆様からいただいたご

意見を分科会・部会として取りまとめたいと思いますので、それぞれの項目に

ついてコメントをいただければと思います。基本的にはＪＡＸＡによる自己評

価書の正当性、妥当性、理事長のマネジメントのあり方についても確認いただ

いて、ご意見のある箇所に記入いただければと思っております。 
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 ＪＡＸＡによるＳＡＢＣ評定を含む自己評価の基準につきましては、総務省

の評価の指針に即しております。 

 ちなみに、今までＡが標準と思われていたかもしれませんが、机上資料１の

参考「各評価項目の評価基準」にございますように、新しい指針ではＢが標準

となっております。 

 机上資料２のシートには、中期目標、中期計画、年度計画、評価軸等が書き

込まれております。本日のヒアリングの間に、適宜ご参照いただければと思い

ます。 

○山川分科会長 以上のご説明に対して、ご不明な点はございますか。あるい

は、ご質問はありますか。 

○梅比良部会長 以前はコメントを書くときに、項目ごとに担当が分かれてい

たかと思いますが、今回は担当はなく、全項目についてコメントを書くという

ことになるのでしょうか。 

○頓宮参事官 申し訳ございませんが、内閣府では委員の皆様に全項目につい

て書いていただいております。総務省の進め方について、内閣府からお答えす

ることは難しいです。 

○梅比良部会長 ああ、そうですか。わかりました。 

○山川分科会長 大丈夫ですか。 

○総務省（後藤衛星開発推進官） 事務局でございます。総務省は去年までは

担当項目を分けてコメントをいただいていたのですが、今年から評価方法がか

わりましたので、基本的に全ての項目について、ＪＡＸＡの自己評価に関して

ご意見があるようなところに関して、コメントをいただければと考えておりま

す。ＪＡＸＡの自己評価どおりということであれば、コメントをいただく必要

はございません。ご意見のあるところだけコメントいただければと考えており

ます。 

○梅比良部会長 わかりました。どうもありがとうございます。 

○山川分科会長 ありがとうございました。どうぞ、小林先生。 

○小林専門委員 今回は年度業績評価になるのですね。 

○頓宮参事官 そうです。 

○小林専門委員 そうすると、今回のような年度業績評価を毎年やるわけです
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ね。そして中期目標期間の最後には、また違った形で何かやるということです

か？ 

○頓宮参事官 ２７年度から評価軸等を一部変更することはあり得ますが、基

本的には、毎年、年度の業務実績の評価をしていただいて、５年間の中期計画

の終わりに、中期計画期間の評価をしていただくことになります。 

○小林専門委員 そのときの評価も、基本的には今回のような評価の仕方をす

るのですか？ 

○頓宮参事官 新しい制度に基づいてやっていただきます。 

○山内課長 補足を申し上げますと、総務省所管のもう一つの研究開発法人が、

まさに今、５年目に入っております。その法人の場合、正確にいうと業績見込

評価、５年間終了時までに達成できるであろう業績の見込みの評価を、今の時

点、つまり最後の５年目の時点で行います。先ほどのご質問に対するお答えと

しては、ＪＡＸＡの５年間の最後の時点、中期計画５年間がたった時点で達成

できているであろう業績を評価して、次の期に入るというプロセスになります。

評価の仕方は今のお話のとおりでして、委員の皆様には基本的にはＪＡＸＡの

自己評価に対するご意見をいただいて、主務省から評価をつける形になってお

ります。 

○小林専門委員 わかりました。 

○山川分科会長 よろしいでしょうか。 

 それでは、次の議題（２）に入ります。まずＪＡＸＡから、平成２６年度業

務実績の自己評価結果の概要について説明をしていただきます。その後、参考

資料３の評価項目に沿ってヒアリングを行いまして、自己評価結果の概要を含

めて質疑を受け付けたいと思います。 

 よろしいでしょうか。では早速ですが、まず資料２に基づき、自己評価の概

要のご説明をお願いいたします。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） よろしくお願いします。お手元の資料、一番初めの

ページの業務実績評価、総括をごらんください。ＪＡＸＡは、平成２５年から

５カ年の第３期中期目標期間に入っていまして、平成２６年度は２年目でござ

います。この年には、独法通則法の改正、それから新しい宇宙基本計画の策定

など、大きな環境変化がございまして、そういったものに対応するために、理
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事長の強いリーダーシップのもと、機構設立以来最大規模の組織改編を行いま

して、プロジェクトの確実な実施に加えまして、将来を見据えたミッションの

高度な企画力、それから研究開発力の強化を進める体制を整えたところでござ

います。 

○山川分科会長 済みません、今のお話は、この資料の１枚めくったこのペー

ジでしょうか？ 

○ＪＡＸＡ（川端理事） はい、失礼しました。この１枚めくったところの総

括というところでございます。 

 関係機関のご協力を得まして、宇宙の状況を監視する情報の米国への提供に

よる安全保障分野への協力とか、防災機関等による衛星データ利用の定着、そ

れから新事業促進センターを通じた民間企業への支援などを進めてまいりまし

た。特に基幹ロケットにつきましては、単年度で最多となる５機全てを所定の

時期に打ち上げることに成功しております。 

 次に、項目別に概況をさらっとご説明を申し上げます。まず、衛星利用分野

でございます。防災・減災対策として、かねてから人工衛星による観測・監視

が行われてきましたが、なかなか実利用には至っておりませんでした。けれど

も、陸域観測技術衛星「ＡＬＯＳ－２」という衛星を打ち上げまして、非常に

微小な地表変化の情報を高精度かつ迅速に監視できるというふうになりまして、

国土地理院、あるいは気象庁の定常業務に組み入れられたところでございます。 

 また、洪水等の水災害は、アジア・太平洋で大きな被害を呼んでおりますが、

これにつきましても、ＪＡＸＡがこれまで開発してきました衛星の全球降雨マ

ップというものを改良・工夫を加えることによりまして、洪水予測に適用可能

な精度まで上げたと。その結果、パキスタンがこれを使った洪水予報警報シス

テムの運用を開始しております。また、日本の民間保険会社が、ミャンマーで

衛星降雨データを使った農業保険というものの販売を開始しております。この

ように、防災・災害対策、あるいはそれ以外の分野においても実利用が拡大し

たのが２６年度でございます。 

 次に、宇宙輸送分野でございますが、これにつきましては５機全てオンタイ

ムの打ち上げに成功しました。これにつきましては、固体ロケットブースタ製

造・貯蔵能力の向上等々工夫をこらしましてやったということでございまして、
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日本の基幹ロケットの信頼性と打ち上げ時期の実現精度の高さを、世界に改め

て示すことができました。 

 次に、宇宙科学・宇宙探査分野、学術の分野ですが、数百本の査読論文を発

表しておりますが、２つだけ紹介させていただきますと、暗黒物質の候補とし

て考えられておりましたものにつきまして、Ｘ線天文衛星「ＡＳＴＲＯ－ＥⅡ」

によりまして、それを否定するというような証拠を得たところでございます。

また、金星探査機「ＰＬＡＮＥＴ－Ｃ」によりまして、太陽風加速の機構の解

明にとって非常に重要な情報を得ることができました。また、ご案内のように

「はやぶさ２」は、年末に打ち上げられまして、現在も順調に運用を続けてご

ざいます。 

 次に、国際宇宙ステーションでございますが、日本の実験棟「きぼう」の利

用成果の最大化を目指しまして、引き続き取り組みを進めております。医学利

用や創薬におけるＪＥＭの役割を増大させてきたというふうに考えております。

また、若田宇宙飛行士については、万全の体制でサポートをいたしました。 

 続きまして、航空科学技術の分野でございます。これはＪＡＸＡが開発しま

した災害救援の航空機情報を共有するネットワーク、Ｄ－ＮＥＴと言われてい

るものですが、これを使ったシステムを総務省の消防庁が採用しまして、２６

年度から正式に運用を開始しております。これによりまして、防災関係機関で

ヘリの情報の共有を実現する体制が確立できました。また、気象庁と共同研究

をしまして、小型で安価な気象観測装置を開発するとともに、１０分先の大気

の状態を予測して、空港の運航管理者やパイロットに伝えるというシステムを

つくりまして、これを気象庁さんが採用すると。平成２８年度から、幾つかの

空港において導入されるということになりました。 

 続きまして、技術情報の分野ですが、ロケットは受注から打ち上げまでいろ

いろな解析作業が必要となりまして、そういったものは個々に独立したシステ

ムのプログラムでやっておりますが、これをうまく連携するというような工夫

をいたしまして、解析工程等の短縮について努めてまいりました。 

 続きまして、産業振興、国際協力。これにつきましては、新事業促進センタ

ーというところを、外部からの問い合わせの一元化の窓口といたしまして、民

間事業者の求めに応じまして講義・研修、あるいは援助、助言を行っていると
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ころでございます。また、政府が推進していますインフラの海外展開におきま

しても、必要な協力を行ったところです。 

 続きまして、外交・安全保障、国際協力ですが、防衛省の技術研究本部と包

括協定を結んでいまして、この枠組みのもとでＪＡＸＡと防衛省との対話・交

流を拡大させてきております。また、日米協力における安全保障につきまして

は、「日米宇宙状況監視（ＳＳＡ）に関する了解覚書」に基づきまして、ＪＡＸ

Ａとアメリカの実施機関との間で日常的な連携をするようになっております。

また、国連の宇宙平和利用委員会、あるいは小委員会において、日本政府によ

る協議を支援しております。これについては、青木先生に委員長になっていた

だいております。ありがとうございます。 

 最後のページでございますが、広報・教育。これは宇宙博その他いろいろな

機会がございまして、ＪＡＸＡ単独ではできないようなことについていろいろ

やらせていただきました。また、科学館の協力も得ておりますし、適時的確な

発信に努めてまいっております。また、宇宙教育は、指導者の育成のためのセ

ミナー、あるいは小学生、中学生向けの体験型科学教室などを開催しておりま

して、幾つかの事業の定着や、普及、拡大が進んでおります。 

 業務運営は、引き続き効率化に努めてまいりますし、ガバナンスの強化に努

めてまいります。４月からは国立研究開発法人となりましたので、研究開発力

の強化はもちろんのこと、宇宙以外の分野の知見を取り入れて、開かれた「Ｊ

ＡＸＡ」としての運営に努めてまいりたいと考えております。どうぞよろしく

お願い申し上げます。 

○山川分科会長 ありがとうございました。個別の事項についてこの後ご説明

いただきますが、この全体に関して何かご質問ございますか。よろしいですか。

ありがとうございます。 

 それでは、早速ですけれども、議題の（３）につきまして、評価項目ごとの

ヒアリングを行います。まずは参考資料３にもありますけれども、ヒアリング

項目の１から４番目について、ＪＡＸＡよりご説明をお願いいたします。この

部分全体で４０分ほどを想定しておりますけれども、ご説明はできるだけシン

プルにお願いします。 

○ＪＡＸＡ（山本理事） 担当の山本です。よろしくお願いいたします。 
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 ２枚めくって、右下のページＡ－０をごらんください。横紙のシートでござ

います。これから４件についてご説明いたします。１.１.（１）から（４）ま

であります。この中で、内部評価といたしましては、（２）がＳ、（４）がＡと

いうことで、ここを重点的に説明させていただきたいと思います。 

 まず、Ａ－２ページですが、（１）測位衛星でございます。Ａ－２ページの冒

頭の中期計画記載事項の青いボックスをごらんください。ここに２つのタスク

が定義されております。１つは、平成２２年度９月に打ち上げました準天頂の

初号機、これは通称「みちびき」と呼んでおりますが、この衛星を内閣府に移

管するまで適切に運用するというタスクが１点目です。それから、次のパラグ

ラフは、当然のことながらこの衛星の利用拡大に向けた研究開発を行うという

２つのタスクでございます。 

 具体的な成果、実績につきましては、次のページのＡ－３をお開きください。

実績の最初のポツでございますが、この「みちびき」、準天頂の１号機につきま

しては安定的な運用を続けております。ＪＡＸＡといたしましては、技術的に

は内閣府さんに引き渡せる準備は整っております。それから、利用につきまし

ては、ポツの３つ目でございます。ＪＡＸＡは特に準天頂にかかわります軌道

の推定にかかわるソフトウェアツールを開発しております。この開発のツール

の結果によりまして、３行目にございますが、精度としてはこれまでの倍の５

センチ程度の、半減するような成果を得ております。こういう成果に基づきま

して、利用の面では安定的な１０センチ級の測位精度が得られるということで、

特に農機、あるいは自動車の自動運転といったところに利用が広がっていると

ころでございます。 

 効果の中で、ちょっと最初のポツでございますが、今言った正常に運転され

ているということもありまして、世界のチップベンダーが大きなところで１２

社ございます。そのうちの１０社、８割近いベンダーが「みちびき」の受信が

できるチップを既に投資をして開発していただいているという実態がございま

す。 

 そのようなところを評価いたしまして、社内では、本件につきましてはＢと

させていただきました。 

 それから、引き続きまして、ページのＡ－５をごらんください。次の（２）
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の項目でございます。（２）はＡ－５と６にまたがっておりますが、中期計画の

事項として、青いタグの部分に①、②、③とございますが、３つのサブ項目が

ございます。１つは、防災に関する取り組みです。それから２番目が、地球環

境に対する取り組み。それから３番目が、総括的な利用の促進ということでご

ざいます。ここはＳをつけさせていただいておりますので、特に顕著な成果と

いうことが何かということを中心に説明したいと思います。 

 その特に顕著な成果ということにつきましては、大きく２点のポイントを考

えております。１つは、やはり世界のレベルに達する、あるいはそれを超える

技術を蓄積したか、あるいは取得したかという技術的なポイントです。それか

ら、その技術があったがゆえに、社会にどういう波及効果を及ぼしたかといっ

た、技術の面と波及効果の面について、それぞれ防災と地球環境について説明

したいと思います。 

 まず防災につきましては、Ａ－１１ページをごらんください。やや細かい技

術的な課題になって恐縮ですが、２つ述べたいと思います。まず１点目は、黒

いポツの一番最初のところに赤字で書いておりますが、これまで使っていた半

導体の素子を変えまして、特殊な窒化ガリウムという半導体素子を使っており

ます。これによる送受信モジュールを開発しました。これは効率が非常にいい

ということで、その次の欄の表をごらんください。日本と各国のレーダの区分

をしておりますが、その一番右端の観測時間、ほとんどの衛星は２０分、ある

いは１０分という観測に対して、日本のＡＬＯＳ－２は５０分近い観測ができ

ます。これは効率がいいということで、熱をあまり発しないということで、ほ

かの衛星は運用時間が長くなりますと熱くなって熱的にもたないわけでありま

すけれども、このＡＬＯＳ－２についてはそういうことがないという特色がご

ざいます。 

 ２番目の特色は、右下の絵にありますが、衛星の軌道を非常に正確に、自動

的に運用できます。円が５００メートルをあらわしているわけですけれども、

チューブの５００メートルの中に軌道を制御するということで、これができる

と何がよくなるかといいますと、後ほど紹介しますが、ＡＬＯＳデータの一番

重要な特色は、干渉という技術を使って、高精度の地形の変化を抽出するとい

うことでございますが、その干渉処理には軌道の安定的な制御というのが欠か
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せません。そういう意味で、この技術を獲得することによって、これまでより

圧倒的に多くの干渉のペアのデータが取得できるようになりました。 

 そのあたりのもたらした波及効果についてご説明いたします。Ａ－１３ペー

ジをごらんください。このページの右側に、一例でございます、長野県の断層

の観測でございます。これまで見つかっていなかったような断層が、衛星の先

ほどの干渉のペアで見つかりました。これは右側にカラーのマップが出ていま

すけれども、専門的にいいますと、これによって断層の位置がわかるというこ

とでございます。これまでこういう断層があるということがわかっていなかっ

たということで、衛星の写真を見て初めて現場に行って、右に載せた現地の写

真のようになるほどやっぱり変化があるということがわかったということでご

ざいます。 

 そのほか、その下の図もそうでございますが、硫黄島におきまして非常に大

きな変化があるということで、限られた方が硫黄島では活動しておりますけれ

ども、そういった方々に、速やかに変化の危険度を通知したということでござ

います。 

 そのほか、Ａ－１５ページにも載せておりますが、昨今、ネパールで大地震

が起こりました。この大地震におきましても同様の干渉処理を行いまして、現

地に速やかにその情報を提供いたしました。 

 それから、ここには書いておりませんが、最近箱根で大変火山活動が活発に

なっております。そういった火山の活動に対しまして、現地の温泉の業界の方々

が中に入っていいかどうかといったような判断をするのに、この衛星のデータ

を使って地域のディシジョンメーキングに定常的に組み込まれているといった

ような状況があります。 

 引き続きまして、地球環境に対する技術的な特色と、それによって得られた

波及効果について説明いたします。Ａ－１８ページをごらんください。先ほど

冒頭、川端理事からの説明がありましたけれども、アジアは水、あるいは雨に

よる災害が世界の８０％だと言われております。そういったところに、特に日

本のように地上の観測網がないところに、いかに迅速に雨の情報を提供するか

ということは、我々のアジアに対する貢献の大きなところになっております。

その中で、技術的な優位点でございますが、表をごらんください。日本のＪＡ
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ＸＡ以外に、特にアメリカ、ヨーロッパを中心に、同様のデータを提供してお

ります。このデータの中でも、特にどのような頻度で提供できるか、あるいは

分解能がどのぐらいかということがポイントになります。わかりやすいのは下

の図でございますが、ヨーロッパ、アメリカ、日本を比べまして、一番右側の

日本は、非常に精度よく出ているというのがごらんになれると思います。大体

１０キロメッシュで、それから３０分から１時間ぐらいの頻度で更新すること

に成功しております。これには特殊なアルゴリズムを改良したということが、

ＪＡＸＡとしての貢献でございます。 

 そういった技術の進歩によりまして発生しました波及効果でございますが、

Ａ－１９ページ、次のページをごらんください。一例は、アジアのパキスタン

でございます。パキスタンの現地の気象局との協力によりまして、国内では土

木研究所さんとの協力によりまして、雨のデータと、それから現地の地形、あ

るいは地質、川の位置、そういった情報を組み合わせまして、速やかに雨が降

ったときにはどういった量の水がどこに流れるかといったようなマップを完成

することができました。よって、現地パキスタンの気象局が、このデータを使

いまして、それぞれの予・警報にかかわるディシジョンメーキングに活用する

ようになったと報告を受けております。 

 それから、最後でございますが、そのページの下のところ、これも冒頭の川

端理事の説明がありました。民間がこの降雨データを使いまして、天候インデ

ックス保険というサービスを開始したということで、保険業界といたしまして

も、この衛星のデータが実用に使えるといったような見通しのもとにこういう

サービスを始めたものと認識しております。 

 ちなみに、サイエンスの分野でも、特にこのＴＲＭＭのデータにつきまして

は大変大きな成果が出ておりまして、下にある『ネイチャー・コミュニケーシ

ョン』という雑誌を含め、右横にあります数値のとおり、大変たくさんの成果

を出しているところでございます。 

 以上、総括いたしますと、Ａ－２３ページでございますが、重複になります

ので最初のパラグラフだけ繰り返させていただきますが、我々といたしまして

は、この地球環境問題、リモセンの取り組みにつきましては、これまでどちら

かというと従来、参照データとして、あるいはチャンピオンデータの有効活用
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というところがございました。しかしながら今日、今述べましたように、かな

り実務のフェーズで使われると。いわゆる利用の次元が今までと違う次元に入

ったということだと認識します。そういったところで、衛星の社会貢献という

ことがかなり見えてきたということで、内部といたしましては、特に優れた成

果ということで、Ｓをつけさせていただきました。 

 続きまして、（３）でございます。Ａ－２７ページをごらんください。３番目

は、通信・放送でございます。ここにつきましても、青いボックス、中期計画

記載事項のところに２つ書かれております。１つは、この災害というものが、

通信衛星に対する非常に強みになると。災害に関する利用が非常に有効なとこ

ろだということで、それについての活動、取り組みについてでございます。 

 それから、もう一つは、通信・放送衛星、これは静止衛星でございますが、

静止衛星というのは衛星の市場の４分の３近い市場があります。ということで、

この静止衛星の技術をどういった形で日本が獲得し、国際競争力を得ていくか

といったような取り組みが２番目にあります。 

 Ａ－２８ページをごらんください。まず、利用でございますが、実績の２つ

目のポツでございます。ＷＩＮＤＳという通信衛星でございますが、これはＪ

ＡＸＡが打ち上げております。今も運用しておりますが、この衛星は、東日本

大震災のときにもいろいろ利用されました。その延長線上で、災害が起こった

ときにどのように使うかということでございますが、内閣府さん、それから自

治体、それから日本医師会、ドクターヘリで有名な防災派遣医療チーム、こう

いったところと協定を結びまして、災害が起こったときには必要なデータ、あ

るいはテレビ会議システム等を、このＷＩＮＤＳを使って利用するといったよ

うな活動を行っております。例えば、日本医師会さんでは、電子カルテという

計画がございます。そのカルテを被災したところにおいて、直接現場のカルテ

が見えなくなっても、このＷＩＮＤＳのデータでもってカルテを送信するとい

うことで、速やかに現地の医療の方々が対応できるといったために利用すると

聞いております。 

 それから、将来にわたっての国際競争力をつける衛星計画でございます。こ

れにつきましては、詳細は割愛しますが、Ａ－２８ページの絵のように、今後

１０年、２０年先の衛星の必要な技術、例えば電力、あるいはミッション機器
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と衛星の質量の比率を高めないといけないわけですけれども、そういったトレ

ンドを分析し、それを実現するための要素について研究を行っております。 

 もう一つの活動は、電波を超えた光の領域の通信でございます。これは次の

ページのＡ－２９ページの２つ目のポツに書いておりますけれども、ご案内の

とおり、地上では光通信というのが常識になっております。宇宙ではなかなか

この領域まで達しておりませんが、まさに今、欧米、あるいは日本の中で、こ

の領域についての競争が始まっているところであります。このあたりの新しい

静止衛星の技術、それから光通信につきましては、現在適切な予算要求をさせ

ていただきながら、取り組みを進めているところでございます。 

 以上、総括いたしまして、通信・放送分野、（３）につきましては、社内では

計画どおり進んでいるということでＢ評価といたしました。 

○ＪＡＸＡ（布野執行役） 引き続きまして、宇宙輸送システムに関しまして、

布野のほうからご説明申し上げます。Ａ－３１ページをお開きください。中期

計画の主な記載事項でございますけれども、基幹ロケットの維持・発展、それ

から基幹ロケットの高度化の開発、イプシロンロケットの開発、将来輸送系の

検討等が主な記載内容になってございます。 

 ２６年度の実績に関しまして、まず基幹ロケットの維持・発展の１項目でご

ざいます。Ａ－３２ページでございます。信頼性の向上の取り組み、部品枯渇

に伴う機器等の再開発の活動でございますけれども、本活動はＨ－ⅡＡ／Ｂを

民間移管以降もＪＡＸＡが継続的に取り組んできている課題でございまして、

２６年度は、最初にご説明がありましたように５機の打ち上げがございました

けれども、全てオンタイムで打ち上げることに成功したということでございま

す。世界標準を一番下に書いてございますけれども、Ｈ－ⅡＡ／Ｂあわせてこ

れまで３２機打ち上げて、３１機成功しているということで、２６機連続成功

ということで、打ち上げの成功率に関しましては、世界の基幹ロケットと肩を

並べるレベルになってございます。 

 それから、もう一つ特筆すべき点といたしましては、オンタイム打ち上げ率、

これは天候の影響を除くロケット機体、それから設備の異常で延期があるかな

しかの率でございますけれども、Ｈ－ⅡＡ／Ｂは９３.３％ということで、海外

の平均の６７.１％に比べて大幅な高いオンタイム率を上げているというのが
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申し上げられることだと思います。 

 Ａ－３３ページですけれども、これは基幹ロケットの高度化の記述でござい

ます。２６年度は、基幹ロケット高度化で獲得しました長時間飛行能力を「は

やぶさ２」の打ち上げに適用したということで、小惑星と会合するための軌道

投入と、それから探査機を分離するときに地上の通信を確保するという、その

２つの条件を満足させるために、長時間飛行能力を使って打ち上げに成功した

という点でございます。 

 ３４ページに、長時間飛行能力とは何かというのを簡単にご説明しておりま

すが、現行のＨ－ⅡＡですと、静止衛星に打ち上げるときに、静止軌道に対し

て長楕円軌道に乗せますけれども、近地点で衛星を放すと、これが従来の打ち

上げ方ですけれども、高度化では、遠地点までロケットを引き上げて、そこで

衛星を加速してやるということで、衛星側の負担を軽減させてやるという技術

でございまして、それを「はやぶさ２」の打ち上げに使ったということでござ

いまして、Ａ－３３ページの左の下の図でございますけれども、従来の打ち上

げ方は、青の点線で打ち上げるのを、地球を１周させてそれで分離するという

ことで、「はやぶさ」の要求を満足して打ち上げたという点でございます。 

 それから、Ａ－３５ページでございますけれども、打ち上げ関連施設・設備

の維持ということでございまして、２６年度は気象衛星、情報収集衛星等国の

重要なミッション等をあわせて５機の打ち上げがあったということ。これまで

の年間の打ち上げ実績は３機だけでしたけれども、その５機かつしかも後半の

６カ月に４機を集中するという要求の中で、ロケットの製造能力の向上と打ち

上げ間隔の短縮をして、打ち上げを成功させたということでございます。ロケ

ットの製造能力に関しましては、種子島宇宙センターにございます固体推進薬

充填設備がボトルネックとなっておりまして、これまで５機の打ち上げが不可

能だったわけですけれども、施設の小改修で、建屋ごとに分散していた作業を

統合、それから効率化を図るということを行いまして、年間８本の製造能力を

１１本に向上させるという取り組みを行いまして、５機の打ち上げ対応能力を

具備したということと、打ち上げ間隔に関しましても、作業の効率化、並行作

業を実施して、従来６５日であるものを５３日まで短縮したということで、年

間５機の打ち上げを成功させました。 
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 それから、３６ページ、固体ロケットでございますけれども、年度計画では

イプシロンの２号機開発と、それから３号機以降の能力向上のための高度化開

発を行う計画でございましたけれども、別々に行う計画でございましたけれど

も、昨年度、２号機開発と高度化開発を一体となって進める計画に変更しまし

て、開発の効率化、それから当初計画よりも前倒しで打ち上げ能力の向上を図

る計画を立てました。具体的には、試験機の打ち上げ能力から３０％の向上と、

衛星搭載領域の拡大を実施してございます。 

 それから、３７ページ、将来輸送系関係でございますけれども、１項目は、

将来輸送に関係する技術課題に関する課題の検討を進めてございます。３８ペ

ージ、３９ページに個々の内容を書いてございますが、時間の関係で割愛させ

ていただきます。 

 ２項目は、政府が実施する総合的な検討に資するために、再使用型ロケット

実験機等の検討結果を、宇宙政策委員会宇宙輸送システム部会に情報提供を行

っております。 

 それから、Ａ－４０ページでございますけれども、これは新型基幹ロケット

でございます。これに関しましては、昨年政府で取りまとめられました基幹ロ

ケットの開発の進め方にのっとりまして概念設計を進め、ロケットシステム、

地上設備、それから安全管理設備等の総合システムの仕様を定義しまして、打

ち上げ価格、インフラ維持コストの半減実現可能な計画を立てて、本年度より

基本設計に着手してございます。 

 Ａ－４１ページに総括が述べてございますけれども、以上ご説明申し上げま

したように、年度計画で設定された業務に関しましては、全て実施してござい

ます。その中で、以下の２点については顕著な成果を上げておると内部評価し

てございます。１つ目は、短期間・多数機の打ち上げ実現によって、重要ミッ

ションに貢献したということでございます。２６年度、ご説明のとおり５機、

それから後半６か月に４機が集中するというこれまでにない打ち上げ需要に対

しまして、打ち上げ能力の向上と、打ち上げ間隔の短縮によって、かつそれを

全てオンタイムで打ち上げたということで、全てのユーザーの要望時期に打ち

上げることができた点。 

 それからもう一つは、高度化開発で手に入れました長時間飛行能力を「はや
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ぶさ２」に適用することによって、高度なミッション対応能力を実証したとい

うことでございます。この実証によりまして、今年度、世界４位の衛星オペレ

ータの商業衛星の打ち上げが予定されておりますが、それに向けた実績となっ

たとともに、多様なミッションへの対応能力を実証したということでございま

して、新宇宙基本計画に示された打ち上げを実現する上での有効な実績を示せ

たということと、それから、日本の基幹ロケットの信頼性の高さと、それから

打ち上げ時期の確実性も世界に示せたということで、今後、自立性の確保、国

際競争力の強化を目的とした新型ロケットの投入を、今、開発着手しておりま

すが、それの投入までの間、市場の対応能力がそろったという点で、顕著な成

果が上がったものと評価して、内部ではＡ評価をさせていただいております。

以上です。 

○山川分科会長 ありがとうございました。それでは、これまでのご説明に対

する質疑をお願いいたします。いかがでしょうか。 

○青木委員 Ａ－１７ページの黄色で囲ってある国際的な取り組みの実績の一

番下のポイントで「ＪＡＸＡがＣＥＯＳ議長に就任し、次期ＧＥＯＳＳ実施計

画の宇宙部分の国際調整を主導した」というところについてのご質問です。Ｇ

ＥＯＳＳ実施計画というのは、ＧＥＯで決めると思うのですが、ＧＥＯで決め

るけれども、その中のメンバーにＣＥＯＳが入っているので、ＪＡＸＡがＣＥ

ＯＳの議長であることによってより貢献ができたというような意味なのですか。 

○ＪＡＸＡ（山本理事） ご案内のとおり、ＧＥＯＳＳは政府の枠組みの中で

運営されておりまして、地上の部分と衛星の部分を組み合わせて、トータルな

地球環境を議論するということで、ＧＥＯのほうからＣＥＯＳのほうに、宇宙

に対してどうあるべきかということの提案を求められております。なので、Ｇ

ＥＯに対してＣＥＯＳ側からある種のリコメンデーションの文案を出すことに

なります。１つのＣＥＯＳのまとめとして、議長国となるＪＡＸＡがそれなり

の責任というものを持っているという趣旨でございます。 

○青木委員 わかりました。ありがとうございます。 

○山川分科会長 よろしいでしょうか。知野委員。 

○知野委員 ２つあります。１つは、リモートセンシング衛星をＳと評価され

ましたけれども、これ、ＡではなくてＳだという根拠をもう少しご説明いただ
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きたいというのが１つです。 

○ＪＡＸＡ（山本理事） 冒頭にも申し上げましたが、特に顕著な視点で２つ

考えていました。１つは、やはり技術的にこれまでなかった、世界を凌駕する、

あるいは世界のトップレベルの技術をちゃんと得たかどうかというポイントが

１つ。それから、その成果ゆえに新しい波及効果が起こったのか起こってない

のかといったような視点で考えました。 

 まず技術的には、防災については、ＡＬＯＳ－２において、ほかの国のレー

ダと比較しても、非常に顕著な新しい技術を埋め込んで、それによってほかの

衛星ができないような観測の時間ですとか、あるいは高いＳ／Ｎでいろいろな

ものがわかるようになったといったような、技術的にある高いレベルを獲得し

たという点が１つ。 

 獲得したがゆえに何が起こったかということですが、これまで例えば日本の

中には何点か危ない、例えば火山活動が非常に激しくて、常にモニターしない

といったような場所があったとしても、先ほどの観測時間が短いと、例えば地

球の裏側で観測してしまうと、日本に戻ってきたときにはそこは観測できない

といったような制約が非常にあります。なので、新しい技術を埋め込んで、観

測時間を長くしたことによって、非常に干渉データというのがたくさんとれて、

これまでは防災機関としては、ある種とれたときはデータを使ってもいいんで

すけれども、とれる頻度が少ないと価値がなかなか高まらないということだっ

たんですが、そういった頻度を非常に高めてデータを提供するというルーチン

的な流れができましたので、ユーザー側の取り組みが実証ではなくて実用フェ

ーズ的なデータとして扱えるようにしていただいたという意味合いから、利用

の次元が一段高い次元になったのではないかということをもとに、Ｓとさせて

いただきました。 

○知野委員 それともう１点、輸送系のＡ－３２のところで、オンタイム打ち

上げ率が非常に高いこと自体は非常に結構なことだと思うのですが、ただ世界

標準を見ますとかなり低い。ということは、このオンタイム打ち上げに世界は

こだわっていないのではないか。例えば、アリアンが７４％でも、これだけ市

場を席巻していることを考えますと、これはあまり打ち上げ市場参入の要では

ない、ということはありませんか。 
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○ＪＡＸＡ（布野執行役） 確かにそれは絶対的なものではないんですけれど

も、かつ例えばステーションの打ち上げのように、オンタイムで打たないとい

けないものもありますけれども、ある程度ウィンドウがあるという意味では、

やはり決められた時間にちゃんと打てるということは、それなりに信頼性とか

が上がってきていると。そういう意味の尺度として使わせていただいたという

ことでございます。 

○山川分科会長 よろしいでしょうか。ほかにございますか。 

○水野部会長代理 よろしいですか。輸送システムで、外部の衛星の打ち上げ

が２５年度にあったかと思うのですけれども、世界第何位の衛星の打ち上げを

受注したという例があったら教えていただけますか。 

○ＪＡＸＡ（布野執行役） 海外の受注ですか。 

○水野部会長代理 はい。 

○ＪＡＸＡ（布野執行役） この辺まで、海外の打ち上げは、数年前に韓国の

気象衛星を打ち上げたという実績がございまして、今年度、商業の打ち上げと

して、単独で世界の第４位の衛星オペレータ、テレサットというんですけれど

も、そこの衛星をＨ－ⅡＡで打ち上げるという。 

○水野部会長代理 ２７年度ですか？ 

○ＪＡＸＡ（布野執行役） はい。今年度、高度化の技術を使って打ち上げる

ということでございまして、それからさらに昨年度、ＵＡＥの衛星を打ち上げ

るということが決まったというのがこれまでの実績でございます。 

○水野部会長代理 先ほどの知野委員のご質問とも関係するのですが、信頼性

が数字で出ていればわかりやすいので、海外からの受注数は、日本のロケット

が世界でどのように評価されているかという１つの指標になるかと思いまして、

ご質問させていただきました。 

○ＪＡＸＡ（布野執行役） 信頼性は非常に上がってきていて、それなりに三

菱さん、商業打ち上げでいろいろ話を聞くと、信頼性の評価は非常に上がって

いる。残念ながらちょっと高いというところがあって、なかなかとれていない

というところもあるんですけれども、最近円安というところもあって、ある程

度ちょっとそこのほうが改善しつつあるというような話で。だから、こういう

信頼性とかオンタイムのことをちゃんと実績を積み上げていくと、もっといい
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世界になるのではないかなと思っております。 

○山川分科会長 私から１つ質問させていただきたいのですが、昨年度、基軸

プログラムがＪＡＸＡ内の経費で使っていたと思います。衛星関係、あるいは

輸送系関係でそれぞれ項目があったと思いますが、その辺について、何か書か

れていたのでしょうか。あるいは、その後何か成果についてご報告いただけま

すでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（山本理事） まず衛星につきましては、ここの通信・放送のとこ

ろに書かせていただきました。衛星そのものは２つあって、周回衛星である極

軌道衛星、つまり縦の方向に回る衛星のあるべき姿、それから静止衛星がどう

あるべきかという話の２つがあります。特にここに書かせていただいたのは、

静止衛星について、分野としては通信・放送によく使われているのもありまし

て、場所としてはそこに書いたんですけれども……。 

○山川分科会長 済みません、何ページですか。 

○ＪＡＸＡ（山本理事） Ａ－２８ページです。Ａ－２８ページの実績の最初

のポツがそうなんですが、昨年度行いました基軸の中での成果は、ここの右の

図にありますとおり、いろいろな将来の動向を踏まえまして、どのサイズの電

力が必要か、あるいはそのためにはどのぐらいの質量が必要かという表ですけ

れども、その下にさらにそれを確実にするために、推進系としては電気通信が

必要ですとか、あるいは軽くするためには太陽電池パネルをどうしないといけ

ないとか、電力系をどうしなきゃいけない、そういった言及を積み重ねて、成

果としては出しております。かなりの内容につきまして、これから新しく予算

要求させていただきたいと思っているところでございますが、そういったとこ

ろに反映して、次世代の静止衛星のあるべき姿を技術試験衛星として要求させ

ていただきたいと考えております。 

○ＪＡＸＡ（布野執行役） 輸送系はＡ－３７ページで、宇宙輸送システムの

長期ビジョンを踏まえた検討の中で、段階的開発プロセスの第１段階である実

験機の検討を行って、システム部会等に報告させていただいたというのが基軸

プログラムで活動したところのアクティビティでございます。 

○山川分科会長 その基軸プログラムというのはこの評価とは関係ないのです

が、今年度も継続して行われるのですか。 
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○ＪＡＸＡ（山浦理事） 私の担当ですのでご説明します。山浦でございます。

まずは基軸プログラムの取り組みの目的は、大きくざくっというと２つあった

と思います。それは新しいものをさらにこれから世の中を変えられ、世の中に

貢献する、さらには国際競争力を高める、分野によっていろいろありますけれ

ども、そういった新しいところに取り組むという、ある種先を見据えたミッシ

ョンの設定も含めた考え方を、さらにＪＡＸＡ全体として深めると。それから

もう一つは、どうしても縦割りになりがちだった仕事の仕方を、組織横断的に

しっかりやろうということでやりました。 

 お答えの結論になりますけれども、基軸プログラムについては、今まだター

ミネートはしておりませんけれども、それぞれのやった結果の研究テーマにつ

いて注視できたということ。それから、この４月１日、２７年度、ミッション

企画部という組織、それからＪＡＸＡの中の事業部門のくくりを変えました。

ということで、いわゆる組織横断的に仕事のしやすい組織に大幅に変えました

ので、その２つの中で今度は定常組織の中でしっかりやろうということにして

おりますので、我々としては、まず去年はそういうある意味助走期間も含めた

文化改革。これからは、さらにそれを実際に責任をもってやる部署を明確にし

て実施するというふうに変えようとしているところでございます。 

○山川分科会長 わかりました。 

○梅比良部会長 １点よろしいですか。お話を伺っていて、随分今までのＪＡ

ＸＡとは変わったなという感じがしました。実際に打ち上げるときのサービス

の話や、リモートセンシングの使い方をより即時に、といったところは、いわ

ゆる組織改革によるものが一番大きいのですか。今までとどこが違うというの

がもしあれば教えていただきたいのですが。 

○ＪＡＸＡ（山本理事） 衛星の利用をこの視点で述べますと、やはり先生お

っしゃっていただいたとおり、我々この間、ＪＡＸＡができて１１年たちます

けれども、これまでの延長線上ではだめだと。要するに、つくっただけではな

くて、いかに社会に対して影響を及ぼしていくか、あるいは貢献できるかとい

う観点を重視すべきだということは、これは理事長からも強く求められており

まして、我々全社的に、今までの延長線上ではない新しい価値観を生み出そう

という流れは、まだ道半ばではございますが、そういった動きが始まっている



 - 27 -

と私は認識しています。 

○梅比良部会長 そういう精神論だけではなくて、おそらく具体的な機構とか、

あるいは事業だったら事業に責任を持つような部署、例えばビジネス化をちゃ

んとやるような部署もないとなかなかそういうふうに動かないと思うのですが、

そういうものをつくっておられるわけではないのですか？ 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） まずちょっと大上段な申し上げ方をしますと、世界

の宇宙開発利用をめぐる環境が、実に急速に変化しておるという認識は、我々

も持っておりますし、それがあるがゆえに、新宇宙基本計画が設定されたと私

は思います。その考え方の中で、やはりＪＡＸＡの役割というのは、政府全体

を技術で支える中核的機関という定義のもとに、我々がどういう視点で何をす

べきかということは、平成２５年度から取り組んでまいりましたが、ようやく

その中で２６年度に、先生おっしゃるように見える姿になって出てきたなと。

そのボトムラインとして、世界の変化、それを踏まえた新宇宙基本計画、さら

にはイノベーションの創出であるという国全体の大きな考え方、そういったと

ころの中で、我々が社会実装、あるいは社会貢献、あるいは産業振興に向けて

何をすべきかというところのそれぞれの役割を、組織も――ちょっともう時間

がありませんので、組織はございますので、新事業促進部というのがございま

す。 

○梅比良部会長 わかりました。どうもありがとうございます。 

○山川分科会長 そろそろ配分された時間を過ぎつつあるのですが、どうして

もという方がいらっしゃいましたらよろしくお願いします。よろしいでしょう

か。 

○小林専門委員 研究開発は息が長いものですから、それを単年度で毎年業績

評価するというのは結構大変だと思います。特にリモートセンシングはたしか

２５年度もＳだったかと思うのですが、毎年、業績、成果を上げないとＳがつ

かないとなると結構厳しい気がするのですが、そこら辺の評価の仕方としてど

ういうふうに評価されているのか。２６年度いっぱい業績を上げたからＳにし

たのか。それとも過去の継続、過去の延長線上でＳになっているのか。そこら

辺はどういう評価の仕方をされているのでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（山本理事） 全般的に５年間の累積した評価というのがまずあり
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ますけれども、それを各年度ごとに年度計画をつくっております。評価は確か

に先生がおっしゃるとおり、その年に明らかに出るものもあれば、むしろやっ

ぱり積み重ねのもとに、ある日突然出てくるというようなものもあるので確か

に難しいんですけれども、我々はある意味、その当該年度に新しく変化が起こ

った部分、変化に対してどれだけの大きな変化があったか、あるいは大きな影

響を与えたかというところに、今視点を当てて評価せざるを得ないのかなと考

えております。ちょっと答えになっているかどうか。 

○小林専門委員 別に責めているわけではなくて、多分大学でも同じようなこ

とがありますので、どういうふうにされているのかと思っただけですので、そ

れで結構です。 

○山川分科会長 よろしいでしょうか。それでは、この項目についての審議は

終わりたいと思います。 

 それでは、引き続きまして、お手元の参考資料３の６から９の項目につきま

して、ＪＡＸＡよりご説明をお願いします。これも４項目で４５分を考えてお

りますので、説明等どうぞよろしくお願いいたします。それでは、最初の項目

ですが、常田理事からお願いいたします。 

○ＪＡＸＡ（常田理事） Ｂ－２１ページをごらんいただきたいと思います。

現在、８機の科学衛星探査機を運用しておりまして、３機が開発中であります。

その年度ごとの変化をこの１枚にまとめております。一番上にありますＥＸＯ

Ｓ－Ｄ（あけぼの）は、１９８８年に打ち上がりまして２６年間運用しまして、

今年の４月に停波いたしました。放射線帯を観測する衛星で、非常に環境の悪

いところを２６年間運用しまして、予想寿命は１年だったんですけれども、な

ぜそんなに長い寿命なのかというのがちょっと話題になったところであります。

その答えは、非常に集積率の低い部品を使ったので、寿命が長くなったという

ことであります。 

 少し下にいきますと、ＥＲＧという衛星がありまして、開発中というのがあ

ります。これはイプシロン２号機で打ち上げます、同じくヴァン・アレン帯を

観測する衛星でありまして、「あけぼの」の後継機でありますが、米国のヴァン・

アレン・プローブのコストの数分の１でそれを上回る機能を持った、小型衛星

ながら極めて強力なものであります。平成２８年度打ち上げ予定で、ヴァン・



 - 29 -

アレン帯の高エネルギー粒子がなぜできるかという研究を行うものであります

が、実用的には衛星不具合の原因となります、宇宙における放射線環境を明ら

かにする、太陽活動等の環境を明らかにするという重要な意義を持っておりま

す。 

 その下のＰＬＡＮＥＴ－Ｃ（あかつき）でありますが、これは２０１０年に

打ち上げられましたが、エンジンの不調により、金星周回軌道に投入するのに

失敗しております。大変申し訳ありません。しかしながら、小型の姿勢制御エ

ンジンを使いまして、本年１２月上旬に金星軌道の投入を目指して、現在準備

を進めております。投入された後の周回軌道は、当初比較的金星に近い円軌道

を目標としておりましたが、エンジン能力の不足により、長楕円軌道になりま

して、遠地点では金星からかなり離れたところを航行しますが、近地点ではほ

ぼ予想、従来目標とした点、高度を通過しまして、プロジェクトチームにより

ますと、観測目的の大部分は達成できるのではといっております。かなり到着

するのに予定より長い年月がかかっておりまして、その間、太陽に近いところ

を通過していることもありまして、予想外の熱環境にさらされておりますが、

現在のところ、衛星バスシステム、観測機には異常がないというふうにみてお

ります。 

 その下のＢｅｐｉＣｏｌｏｍｂｏというのはちょっと変わった名前でありま

すが、欧州宇宙機関と共同開発している水星探査機であります。水金地火木土

の水星であります。これは２機の衛星のうち１機をＪＡＸＡ、残り１機をＥＳ

Ａが開発しまして、両方くっつけましてアリアンで打ち上げる予定です。平成

２８年度打ち上げますが、このミッションの特徴として、平成３５年（２０２

４年）に水星に到着し、観測を行うということで、非常に行きにくい、またミ

ッションの数が少ないところで、ＥＳＡと本格協力して水星探査を行う学術的

にも極めて重要なものであります。技術的な点については、水星という太陽に

非常に近いところで高温の環境にさらされる中で、太陽電池パネルを維持する

等の新しい技術開発がこのミッションで行われました。 

 次に「はやぶさ２」でありますが、無事打ち上げられまして、現在順調に航

行しております。イオンエンジン３台の運転が定常状態でありますが、極めて

安定な運用を続けておりまして、現在地球からの距離は約５,０００万キロ、電
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波が届くのに３分の距離におります。本年１２月に地球に最接近しまして、ス

イングバイということで方向を変え、１９９９ＪＵ３という小惑星に向かい、

２０１７年、１８年到着、サンプル収集、２０２０年に地球に帰還する予定で、

現在のところ、それができないという兆候は全くなく、１号機のいろいろな課

題を克服した成果が、技術的に改良した成果があらわれていまして、安定な運

用を続けております。 

 少し天文観測のほうにまいりまして、「ひさき」というのは、イプシロンの１

号機で打ち上げた小型衛星でありますが、小型衛星バス技術の確立とともに、

惑星観測をする望遠鏡を搭載しております。当初心配しました、小さかろう、

悪かろうということはなく、最初の論文が『サイエンス』誌に掲載されるなど、

現在学術成果の刈り取りを行って、これも順調に運用が行われております。 

 その次のＡＳＴＲＯ－Ｈは、Ｘ線天文衛星で、その上にある「すざく」の後

継機でありますが、マイクロカロリーメータという極めて性能の高い観測機器

を搭載しております。これには極低温が必要で、その根幹となる技術は住友重

機による冷凍機システムであります。我が国の冷凍機技術と米国の極低温セン

サを組み合わせまして、非常に複雑な装置を日米協力でつくり上げまして、同

等の装置が世界に存在しないことから、今後１０年のＸ線天文学を維持すると

いう重大なミッションを負っております。その下のＳＰＩＣＡというのは赤外

線衛星で、現在、研究中でありますが、これにおいても我が国の冷凍機技術が

重要な働きをいたします。 

 ちょっとページを前に戻りますが、Ｂ－８ページにいかせていただきたいと

思います。宇宙研では観測ロケット、これは高度３００キロぐらいまで最大上

がって、その後、また太平洋上に落下する。内之浦から打ち上げるんですが、

短時間の実験を行うものなんですが、これを再使用化するということで、再使

用可能なエンジンの開発を行ってまいりましたが、これの実用化のめどがつい

たということが上に書かれております。スロットリングを調整して、エンジン

の推力を広い範囲で可変化すること。それから、１００回の繰り返し使用に耐

えるエンジンがほぼできたという成果であります。 

 Ｂ－８ページの下にありますのが、同じ観測ロケット、それから大気球です

ね、この場合は気球を使って、ＩＳＳに行かないでも、気球で高いところに上
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がって、そこから微小重力実験装置を落とすわけですが、単に落とすだけでは

大気の抵抗でゼロ重力になりません。そこにドラッグフリーという工夫をしま

して、１０のマイナス３乗Ｇ、地球の重力の１,０００分の１以下の無重力状態

を数十秒間実現するということで、これもＩＳＳに頼らない、新しい微小重力

実験のプラットフォームをつくったという成果でございます。 

 それで、それらの成果のまとめがＢ－３５ページでありまして、学術的成果

については、こちらでは報告しないというご指示でございましたので、下のほ

うに②として、宇宙科学・宇宙探査プログラムの成果がまとめてあります。先

ほど申したこと以外に、②の下のほうの２つ目の黒いポツのところであります

が、全ての科学衛星・探査機のデータはアーカイブされていまして、既に公表

された学術成果を、第三者検証が可能にしております。それから、非常に大量

のデータがありますので、これが埋もれてしまうということが問題なわけです

が、できるだけ使いやすい形でデータを保存し、例えばその上にあります①の

「暗黒物質に新たな展開」、「すざく」の成果というのがありますが、これもア

ーカイブされたデータを広範に使って出てきたものであります。そのほか、月

の周回衛星「かぐや」の成果なども、アーカイブデータが活用されております。 

 全体の評価といたしましては、評価の基準が、例えば「はやぶさ」を無事打

ち上げて、当初目的を達してもＢという評価基準でしたので、宇宙研だけでな

く、オールＪＡＸＡで非常に頑張って担当者が苦労した衛星でありますが、私

としては忍びないんですけれども、評価基準がそういうふうに書いてありまし

たので、一応ＪＡＸＡとしてはＢという評価にさせていただきました。以上で

ございます。 

○山川分科会長 ありがとうございました。では、引き続きお願いいたします。 

○ＪＡＸＡ（浜崎理事） それでは、有人宇宙活動プログラムについてご報告

させていただきます。Ｂ－４１ページにありますように、範囲といたしまして

は、日本実験棟の運用・利用、イの項目にありますように、宇宙ステーション

補給機の運用が範囲でございます。Ｂ－４２ページにありますように、ヒスト

リカルに書いてございますが、一番上にありますように、２１年の７月１６日

にＪＥＭ、宇宙ステーションのモジュールの最後の３つ目のモジュールの打ち

上げで、宇宙ステーションの日本の宇宙実験棟が完成した後、「こうのとり」で
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物資の補給を行っております。本年度、２７年度はこの「こうのとり」５号機

の打ち上げとともに、下のほうにあります幾つかの静電浮遊炉、小動物飼育装

置、それから下のほうにありますけれども、ＣＡＬＥＴ等の運用が始まるとい

うことになっております。 

 総括といたしましては、最後のページ、Ｂ－６７ページをお願いいただけま

すでしょうか。全体といたしまして、年度計画で設定いたしました業務を全て

実施し、中期計画の達成に向け、順調に推移しております。２６年度は、実験

棟の利用成果の最大化を目指すということで、ＪＥＭを新しいニーズに対応さ

せました。また、若田宇宙飛行士の国際宇宙ステーションのコマンダー業務と

いうのを成功させまして、日本人として初めての宇宙ステーション全体の船長

業務ということで、平和的な貢献をする日本のプレゼンスを高めるなど、年度

計画を上回る成果を上げております。 

 特に利用につきましては、日本が他国をリードしております高品質のタンパ

ク質の結晶生成実験がございます。病気の原因菌、あるいはその薬をつくるに

当たりましては、タンパク質を結晶化してその構造を探り、その構造に対応す

るような形で薬をつくるというのが世界の主流になっております。大型のタン

パク質の結晶化を行うためには無重力環境が極めて有為でございまして、宇宙

ステーションの利用が進んでおります。本年度は、新たな抗菌薬の開発につな

がるような結晶の立体構造等を明らかにすることができました。また、技術も

開発いたしまして、４℃での結晶化ができるような技術などを新たに開発して

おります。 

 その下、黒丸のところでご説明いたします。少し具体的に申し上げますと、

先ほど申し上げました多剤耐性菌や歯周病菌の生育に非常に重要なタンパク質

の結晶の立体構造及びそれに重要な部分の機構を明らかにすることができまし

た。これは、これまでのタンパク質の結晶の品質を改良する。例えば、条件を

いろいろな形で試行錯誤しながらいい条件を探してきたこと。それから、軌道

上で結晶成長が開始できるように、いろいろな装置の工夫を行ったことにより

まして、分解能をこれまでの３.４オングストロームから２オングストローム以

下に、２倍に引き上げることができました。これらの成果を共同研究機関と連

名で発表いたしまして、貢献いたしました。 
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 ２つ目の三角は、タンパク質の容器の開発でございます。従来のタンパク質

ですと２０℃、常温等で結晶化する実験しかこれまでできませんでしたけれど

も、保冷剤等いろいろな工夫をいたしまして、４℃で結晶化できるという技術

を新たに開発してございます。これによりまして、炎症性の自己免疫疾患等の

タンパク質、これらの結晶化の実験が可能というところまで技術開発を進めま

した。 

 さらに３つ目は、遺伝病の治療や人工血液の開発などの応用が期待される膜

タンパク質の結晶化実験、これはまだ準備でございますが、これに着手してお

ります。 

 ４つ目は、乳酸菌の継続摂取で、宇宙ステーションにおける宇宙飛行士を対

象といたしました免疫や腸内環境の科学的検証を目的とするということで、世

界で初めて生の菌を宇宙飛行士が摂取する実験の準備を進めております。 

 さらには、日本だけが有する機能ということで、ＪＥＭからの超小型衛星の

放出ミッションがございます。１～３キログラム程度の小型衛星を多数打ち上

げられるという機能を持っておりまして、ブラジル衛星を含めて３０機の衛星

を放出しております。さらにこの機能を強化いたしまして、５０キログラム級

の衛星の放出機能の開発もいたしまして、新たな有償での利用契約を締結して

おります。 

 ２つ目の黒丸になりますが、さらに将来の活動に向けてということで、日本

企業が有する非常に先進技術であります、ダイヤモンドを使った電気分解技術

を使いまして、水再生システムの研究を進めました。現在、宇宙ステーション

の水再生システムは、ロシアとアメリカが有しております。これによって、宇

宙飛行士の、例えば尿も完全に再生して、飲料水に変えて使っているわけです

けれども、これに比べまして非常に超小型化、２分の１の小型化、それから電

力も半分程度でできるシステムの研究を進めておりまして、これもめどを得て

おります。この技術は、将来国際有人探査をこれから各国で議論されておりま

すけれども、そういうときに日本からの機体の提供をすることも可能な有望技

術ということで、さらに技術を磨きたいと考えています。 

 それから、宇宙飛行士の放射線の被曝管理が非常に重要でございますけれど

も、この搭載装置の精度は従来あまり高くなかった。現在載っている搭載装置
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の誤差が５０～７０％ありますけれども、非常に高い精度での被曝線量計、し

かも到来方向を計測できる装置をつけております。 

 さらに最後には、先ほどの繰り返しになりますが、若田宇宙飛行士のＩＳＳ

コマンダー業務を支援いたしまして、これを成功に導いております。ロシアの

クリミア編入の中で、いろいろアメリカがロシアに経済制裁をかけている中で

も、この宇宙ステーションの業務だけは例外措置を受けるなど、国際的な協力

に貢献できたと考えております。 

 全体としての評価でございますが、昨年度はＨＴＶの打ち上げがカーゴの需

要の関係でなかったこと、それから幾つもの軌道上の技術開発を進めていたり、

それからいろいろな準備を進めておるわけですが、残念ながら本年度には、そ

の成果として社会に大きく貢献できるような最終成果としては、昨年度と比べ

て若干見劣りするかなということで、来年以降、これらが果実として期待でき

ると考えますが、本年度は年度計画を着実に達成したということでＢとさせて

いただきました。以上でございます。 

○山川分科会長 ありがとうございます。それでは、引き続き、今井理事から

お願いいたします。 

○ＪＡＸＡ（今井理事） ＪＡＸＡの今井からご説明いたします。まずⅠの２

項、宇宙太陽光発電研究開発プログラムでございますが、Ｂ－６８ページをご

らんください。本件につきましては、国の将来の新エネルギー開発の可能性に

向けた研究ということで、主としてＪＡＸＡは無線による送受電技術を中心に

研究を進めてございます。 

 ２６年度の研究成果でございますが、Ｂ－６９ページの写真をごらんくださ

い。まずマイクロ波による電力伝送でございます。本件につきましては、財団

法人宇宙システム開発利用推進機構との共同という形で実施してございます。

この中でＪＡＸＡは、無線で電力を伝送する際の、電力を伝送するビームの制

御技術を担当してございます。昨年度、試験に移行するということで、実際に

試験を完遂いたしました。 

 ビーム方向制御に関する成果でございますが、まず研究室内の環境におきま

して、０.５ｒｍｓというのが要求仕様でございます。具体的には、実際想定す

る規模で無線を伝送する際に、地上で安全な電力密度になります規模の受電設
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備、大体直径２キロから３キロぐらいなんですが、そこに対して１キロ程度の

誤差でビームをちゃんと送ることができると。これが０.５ｒｍｓに相当いたし

ます。それに対しまして、０.１５ｒｍｓという３分の１以下の精度を達成する

ことができました。さらにこの技術を屋外で、より実証的な環境でやろうとい

うことで、その実証実験もいたしました。それが右側の写真でございます。 

 ここにありますように、送電用のパネルを複数枚用意いたしました。実際大

きな太陽発電衛星を１枚の板でつくることはできませんで、幾つかのこういっ

た板、アンテナを組み合わせて送電することになりますが、そうするとアンテ

ナ同士、どうしても構造的なひずみですとか位置ずれが起こります。そういっ

たことを電気的に制御して補正する技術ということを、ここで実証いたしまし

た。その成果ですが、送電電力１.８キロワット、これを制御を行わないと９５

ワットしか受電できないところ、そこの制御を行うことで３４０ワットまで補

正することができるということで、技術実証を行うことができました。 

 また、それ以外の技術につきまして、レーザーによる伝送。別の方式による

エネルギー伝送の技術。それから、実際に大型の太陽発電衛星を組み立てる際

の要素技術ということの研究につきましても、研究どおり進めてございます。

ここの写真では、大型構造物の組み立ての例ということで、シミュレーション

を主として活用し、大型のシステムの組み立てを研究していますが、これだけ

によることなく、一部部分的に難しい機構関係につきましては、実際に要素を

つくって検証するということとあわせて研究を進め、計画どおり作業を進める

ことができました。それをあわせて評価としては、計画を達成することができ

たということで、内部ではＢ評価としてございます。 

 続けて、次の課題はⅠの４項、持続的な宇宙開発利用のための環境への配慮、

いわゆる宇宙デブリ関係に関する研究についてご説明いたします。Ｄ－６１ペ

ージをごらんください。本件につきましては、大きく３つ目標がございます。

１つは、国際的な枠組みの中に、ＪＡＸＡの専門家が参加して、政府の求めに

応じてそこに貢献するということ。それからもう一つは、デブリを実際観測し、

その観測したデータで実際の衛星の安全な運用に貢献するということ。それか

ら３番目といたしまして、デブリ問題の解決に向けたデブリの観測、それから

除去技術の研究を進めるということ、この３点がございます。 
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 それらにつきましての２６年度の成果でございますが、Ｄ－６３ページに書

いてございます。評価結果はＢ、計画どおり作業を行い、成果を達成している

ということとしてございますが、その理由といたしまして、まず国際的な枠組

みに関してですが、国連の宇宙活動の長期持続性の検討作業、ここに専門家を

派遣し、この中の審議及び報告書執筆に貢献いたしました。ちなみに各国で分

担した報告書をつくりますが、期限内に報告書を上げることができたのはＪＡ

ＸＡのみでございました。 

 それから、ＩＳＯ関係でございますが、「衛星用デブリ対策設計・運用マニュ

アル」、これは日本側からＪＡＸＡ中心に提案いたしました。これは約３年間に

わたって各国と調整してまいりましたが、昨年度ようやく投票に持ち込むこと

ができ、制定同意を獲得することができました。標準づくりに貢献できたとい

うふうに思っています。 

 デブリ除去関連につきましてですが、導電性テザー、これをＨＴＶ搭載実験

に向けて、これはＨＴＶの５号機を想定して今開発を進めているところですが、

計画どおり設計を完了して、製造を進めてございます。また、最後にデブリ観

測に関することでございますが、従来デブリ観測につきましては、米国からデ

ータを一方的にもらうという関係があったんですが、その関係に対しまして、

日米相互間でデータを相互に交換すると。特に我々のほうで観測したデータを

米国側に提供し、向こうの評価において高い精度であるという評価をいただい

て、ようやく相互にデータを交換し合うレベルに至ることができたと考えてご

ざいます。また、デブリ観測データを実際の衛星の回避運用等に応用すること

で、国の衛星の安全な運用に貢献することができたと考えております。以上を

踏まえまして、評価としてはＢという評価をいたしております。以上でござい

ます。 

○山川分科会長 ありがとうございます。それでは、今の４項目に対しまして、

ご説明に対する質疑をお願いいたします。いかがでしょうか。 

 では、私から。先ほどご説明されなかったと思いますが、外部資金の獲得状

況がかなり伸びているようなグラフがあったのですが、そのあたりは何か戦略

的に対応されているんでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（常田理事） 外部資金は、ページがＢ－１４ページになりまして、
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左側を見ますと、過去４年間急増しておりまして、平成２６年度は約１０億円、

科研費、それからＪＳＴ等の研究費があります。これは科研費、外部資金倍増

運動というのを所内でやっていまして、その方面に熟達した先生をお招きして

の科研費書類の書き方、それから名誉教授を動員いたしまして、若手の申請書

への添削を行っています。さらに添削が効果があることが統計的に出てきまし

たので、さらにどの先生に見てもらうとより採択率が高いかというのも出てま

いりまして、その先生による相性とかも考えまして、さらに添削を強化しよう

ということ。それから、どうしてもプロジェクトに集中している先生が多いん

ですが、やはりそれですとプロジェクトが終わると次の芽が出ませんので、や

はり研究者のライフスタイルとして、やはりプロジェクトと、少額の研究費で

もいいですから、こういう外部資金によってその先をというような、ちょっと

無理なお願いもしていまして、こういうふうになっています。 

 平成２７年度の結果も出ていまして、２６年度の横ばいで、下がるんじゃな

くて、少なくとも維持できるところまできましたので、外部資金の獲得という

のは学術的な研究所の成果のバロメーターとして非常に重要なために、今後と

も傾注してまいりたいと思っております。 

○山川分科会長 わかりました。ありがとうございます。 

 それでは、ほかに。 

○梅比良部会長 先ほど常田理事が、宇宙科学・宇宙探査プログラムの成果で

は学術成果は対象にしないとおっしゃられていたかと思いますが。 

○ＪＡＸＡ（常田理事） 何か報告の内容で、そこは除くようにという連絡が。 

○梅比良部会長 それはここの場だからですか。 

○ＪＡＸＡ（常田理事） この場だからですね。 

○ＪＡＸＡ(庄司評価・監査部長) はい。 

○梅比良部会長 では例えば文科省の評価では、対象になるということですか。 

○ＪＡＸＡ（庄司） やっています。 

○梅比良部会長 そういう意味ですね。わかりました。ありがとうございます。 

○頓宮参事官 先ほどご説明した参考資料３の裏にございますように、「①大学

共同利用システムを基本とした学術研究」は内閣府の評価項目から外れており、

そこに該当します。 
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○梅比良部会長 そういう意味なのですね。わかりました。 

○ＪＡＸＡ（常田理事） よろしければ、学術成果を一言だけで申しますと、

Ｂ－１１ページに、論文数、年間約３００編、それから『サイエンス』、『ネイ

チャー』に５編。大体５編から１０編の間なんですが、大体２カ月に一編出し

ています。それから、被引用数上位１％の論文が４０編程度ということで、国

際的な比較も、ここには載っていませんけれどもやっていまして、引用度等は

十分いい成績かなと思っております。 

 それから、Ｂ－１３ページには、外国人と一緒にどう論文を書いているかと

いう、最近大事な指標をされている部分がありまして、宇宙研の場合５０％、

天文学、宇宙物理の場合は８０％の論文が、外国人と共著者になっているとい

うこと。それから、Ｂ－１５ページでは、毎年約２０名の学生に博士号が取得

されていまして、６０名の修士とあわせて年間８０ほどの学位を宇宙研で出し

ています。博士を卒業した約２０名のうち半分は学術的な機関、残り半分は宇

宙航空産業等に就職しております。 

○梅比良部会長 わかりました。ありがとうございます。 

○山川分科会長 藤本委員。 

○藤本専門委員 Ｂ－６３ですけれども、アジア諸国と国際協力を推進された

というのは、とても重要な活動だと思いますので、もう少しご説明をお願いし

ます。また、国連宇宙部からも関心が寄せられて、いろいろ検討されたという

ことですので、そこも少しお話を伺えればと思います。 

○ＪＡＸＡ（浜崎理事） はい、わかりました。まず宇宙ステーションにつき

ましては、アジアの中で宇宙ステーション参画が日本だけでございます。もち

ろん中国は独自の活動をしておりますが、それはまだ各国に公開されていない

という状況で、アジアの各国に対して宇宙利用の門戸を開こうということで活

動をいたしております。アジアに対する、特に宇宙機関の集まりということで

一番大きなものが、アジア太平洋宇宙機関会議でございますので、これ等を通

じまして、宇宙ステーション、日本実験棟のいろいろな能力等をまずご紹介い

たしました。 

 特にアジアの国々の皆様とお話をいたしますと、自ら超小型の衛星をつくる

能力というのは、各国の大学で幾つかは持ちつつあるけれども、打ち上げ手段



 - 39 -

がないということで、打ち上げに対する協力。それから、例えば宇宙空間の中

で、いろいろな材料がどれぐらい劣化していくのかというようなことの宇宙曝

露実験というのがあるんですが、それに対する関心が非常に高いということが

わかっております。 

 それでその後、個別にいろいろな機関とお話をしております。その中で具体

的には、下のほうにございますが、マレーシア宇宙局との間で、とにかくタン

パク質の結晶成長実験、これを既にやるべく、共同で進めております。それか

ら、そのほかにはインドネシアからも、いろいろな興味があるということで、

共同で実現性を検討しようということになっております。それから、フィリピ

ンについても小型衛星。これは日本の大学と共同でございますけれども、これ

の放出が決定しております。 

 それから、国連宇宙部につきましては、つい最近でございますが、もう少し

これはステータスが進みまして、国連宇宙部とＪＡＸＡで協定を結ぶ直前の段

階にきております。どういうことかといいますと、超小型衛星の打ち上げ能力

を、１０センチ級の衛星ですが、これを１回につき６個打ち上げる能力を、今、

日本で持っております。しかもこれは、例えば「こうのとり」や、あるいはほ

かの外国の宇宙機で運んで、それをまず宇宙ステーションの中に打ち込んで、

それを日本だけが持っているエアロックというところから取り出して、日本の

ロボットアームで外に放出するという機構で、非常に簡便にできるということ

で、これの能力にはある程度余力があるということから、国連宇宙部と協力を

いたしまして、国連宇宙部が発展途上国を対象として、それを募集をして、国

連宇宙部が採択したものについて年に１個程度の割合で、日本が打ち上げの協

力をするということで、ほぼ内容的に合意いたしまして、調整が進んでいた状

態でございます。また、この能力はさらに今、改良しておりまして、年間１８

個打ち上げられるように改修しておりますので、これを使ってさらにアジアと

の協力等を進めていきたいと考えております。以上でございます。 

○藤本専門委員 ありがとうございます。 

○山川分科会長 では、知野委員。 

○知野委員 この中期計画で、不断の経費削減に努めるということが上がって

いますけれども、この対象年度で特に経費削減で努めたことがあったら教えて
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ください。 

○ＪＡＸＡ（浜崎理事） まず、宇宙ステーションの経費の大半は、輸送の経

費になっております。それが「こうのとり」の輸送経費、これが非常に大きい

というのがありまして、「こうのとり」の輸送経費、なかなか下がるのが難しい

んですけれども、いろいろなところで、例えば打ち上げの事前の積み込み作業

の人数を減らしたり、それから、管制官の人数を減らしたりしております。特

に管制官については、熟達してきたということから、１人の守備範囲を増やし

て、それで全体をカバーするということで、質を落とさずに全体をやるという

ことで、主なところがハードウェアというよりもそのやり方、仕組み、そうい

うものの工夫によって経費を減らしているのがこれまでの姿でございます。 

 さらに今後でございますけれども、ハードウェアのところでさらに実験の自

動化を進めるとか、多少経費をかけてでも全体の手間暇が減るような、あるい

はより多くの効果的に実験ができるような形を考えていきたいと考えておりま

す。 

○知野委員 具体的にどれぐらい減らしたというのはありますか。 

○ＪＡＸＡ（浜崎理事） 経費としては、４７ページをごらんいただきたいと

思います。これは運用経費ですけれども、平成２５年度比で約５億円、それか

ら、２２年度比ですと１５億円減らしております。 

○知野委員 わかりました。 

○山川分科会長 よろしいでしょうか。ほかにご質問はございますか。あるい

は、何か確認しておきたいこと等、何でも結構です。 

○青木委員 Ｂ－６７の、先ほどご質問がありましたＳＳＯＤからの小型衛星

の放出に関係するところですが、今年の４月に国連宇宙部の部長がウィーン代

表部の大使に対して、小型衛星の打ち上げにますます努力をするための協定を

というお願いをしているところに居合わせました。こんなに早く実現していく

方向になることは素晴らしいことだと思いました。 

 それに関係して、Ｂ－６７のところで、有償利用契約、東北大学とフィリピ

ンの科学技術省とありますが、この有償というのは、実費ということですか。

それとも、少しは利益が上がる商業利用のことなのでしょうか。国際協力が主

で実費なのでしょうか。これをお伺いする理由は、結局、ＳＳＯＤを使っての
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放出というのは、日本の名声のために今後どういう方向で行うことを主として

かんがえていらっしゃるのか、という方向性を聞きたいと思うからです。 

○ＪＡＸＡ（浜崎理事） まず、現時点の考えをお話しします。現時点では、

無償の契約と有償の契約と両方混ざっております。基本的に、いろいろな成果、

学術的な機関との場合には無償契約が中心でございます。ただ、企業等でその

衛星を商業利用されたいケース、利益を上げたいケースにつきましては、有償

契約になるというのが基本でございます。特に我が国の衛星の場合、両方が混

ざっておりますが、企業等からも有償契約をしたいというのでお話がきている

のが現状です。 

 また、海外につきましてですけれども、これまで海外との仕組みというのが

あまり明確になっておりませんので、個別判断をしておりました。ですが、こ

このブラジル、幾つかのケースについては、東北大学とフィリピンの契約につ

いては、これにつきまして有償契約ということで、目的としていろいろ考えて

いる中で、先方のほうから少しでも早い機会を確保したいということで、有償

で構わないということで来られましたので、有償で話しております。経費のカ

バーの範囲ですけれども、これは基本的にはＪＡＸＡがこのために必要な実費

負担をいただいておりますので、例えば一例でございますが、有償契約で小型

衛星を１機打っても、約数百万円程度の、基本的に作業費の実費を今いただい

ているということでございます。 

 今後は、またこれからいろいろ考えなければいけないと。能力も増やせます

し、大々的なプロモーションをかけて、不断の経費の削減ということにも貢献

することも、いろいろ仕込んでいきたいというふうに考えてございます。それ

と国際協力とのバランス。あまり無償契約を増やしてしまうと、有償契約の足

も引っ張りますので、そこはバランスを見ながら。また、宇宙ステーションの

ＪＥＭの場合は、半分の権利をアメリカが持っておりますので、アメリカ側の

動向とも非常にリンクいたしてまいります。アメリカの場合も、今は基本的に

アメリカの分はＮＡＳＡ、あるいはＣＡＳＩＳという国のプロジェクトをもら

った機関が、衛星に対してファンディングをして打ち上げている。その分のは、

基本的にはＪＡＸＡはお金をとっておりません。それに必要な、クルータイム

とかが必要なんですが、それはアメリカのリソースの中で割り振っているとい
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う形でございます。 

 それから、ここについても共同でのいろいろなプロモーションとか、いろい

ろな形が考えられまして、アメリカと日本の共同で、アジアにプロモーション

をかけて半分ずつリソースを持とうとか、そういうような形も可能であります

ので、今後いろいろな検討を進めていきたいと考えております。 

○青木委員 ありがとうございます。 

○山川分科会長 そろそろ時間になりましたが、ほかに何か特にございました

ら、１つだけ受け付けたいと思いますが、いかがでしょうか。よろしいですか。 

 では、特になければ、この４項目についても終わりたいと思います。ありが

とうございました。 

 ここで、休憩を数分ほどとりたいと思います。３時４０分から再開いたしま

すので、ご参集のほどよろしくお願いいたします。 

（ 休  憩 ） 

○山川分科会長 それでは、再開したいと思います。皆様、お時間を守ってく

ださりありがとうございます。 

 続きまして、参考資料３でいいますと、項目としては１０番から１４番の項

目につきまして、ＪＡＸＡよりご説明をお願いいたします。山浦理事、お願い

いたします。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） ＪＡＸＡ、山浦でございます。それでは、Ｄ－０ペ

ージに私がご説明いたしますものがございます。一番上の利用拡大のための総

合的な取り組みから、合計５件ございますが、そのうちＡを内部で評価をいた

しましたのが真ん中、外交・安全保障政策への貢献と国際協力、これ１つで、

残りはＢでございます。 

 それでは、Ｄ－２ページをごらんいただきたいと思います。Ｄ－２ページ、

利用拡大のための総合的な取り組みということでございますが、まずこの一番

上、ちょっと濃いブルーの①産業界、関係機関及び大学との連携・協力という

くくりの中で、薄いブルーで囲みました中期計画５年間の記載事項がございま

す。 

 それでＤ－４ページに移らせていただきますが、ここからちょっと個別のご

説明を省略いたしますが、Ｄ－４ページ、黄色いところが２６年度の計画とし
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て設定したことでございまして、ＪＡＸＡの全体の複数組織横断的なものをま

とめておりますので幾つもあります。１）から始まりまして、ずっと後ろに、

個別に必要なものは後で戻りますが、８）までございます。それから、さらに

今ご説明します項目の②というのがＤ－１２ページにございます。こちらは民

間事業者からいただく、要望に応じて援助及び助言をするということで、同様

に薄いブルーで中期計画５年間の何をするか。特に２６年度はこのようなこと

をするというのが黄色い枠で書いてございます。 

 次のＤ－１３ページに、２６年度全体のこの項目に対する評価、概要が書い

ておりますので、これに基づいてご説明させていただきます。年度計画で設定

しました業務については全て実施して、順調に現在推移させて、それなりに成

果を上げておるつもりでございます。それで、黒丸が２つこのページにござい

ます。最初の黒丸ですが、Ｄ－１３ページ。こちらでは、衛星データを利用し

た民間企業によるサービス事業が開始されて、民間企業等によって機構が保有

している特許、施設設備、宇宙実証機会といったところの有償での利用が増加

したということで、我々の研究開発成果、社会への還元、社会実装に向け、非

常にドラスティックではありませんけれども、我々の努力が形になっておると

いうことでございます。それで矢印で３つ掲げております。 

 最初の矢印ですが、ＡＬＯＳデータを活用して、これは今、稼働しておりま

すＡＬＯＳ－２の前号機でございます。東日本大震災のしばらく後で運用を停

止しましたが、それまでにとりましたデータを活用して、企業のほうで全球高

精度デジタル３Ｄの地図をソフトウェア会社がおつくりになって、これで６億

円の事業規模を獲得したと。特別に金額は教えていただいております。それか

ら一方で、これは冒頭の理事、山本のご説明の中でさせていただいた、全球降

水マップですね、こういったところでの農業保険サービス。これについては、

この項目での切り口から見ても優れた成果というふうに考えております。 

 それから、２番目の矢印、ライセンス供与というところで、２９５件という

のが非常に大幅に増えました。これは先ほどご質問もいただきましたけれども、

ＪＡＸＡとして特に産業振興を中心に仕事をしている部署というのがあります

かというご質問をいただきましたが、新事業促進センターがこの４月から部と

なっておりますが、そこが統一的にこういった対外的な対応をしておりまして、
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そういった新たな枠組みも軌道に乗りまして増えておるというふうに考えてお

ります。 

 それから、超小型衛星の相乗りの有償枠組みでございます。これはＪＥＭの

ところでご紹介させていただいたんですが、これは「きぼう」のみならず、Ｈ

－ⅡＡロケットにおいても同様にしているものでございます。 

 Ｄ－７ページ、ちょっとご紹介させていただきます。Ｄ－７ページに表がご

ざいまして、２６年度打ち上げの「だいち２号」、「はやぶさ２」、それから「き

ぼう」というのがありまして、今後２７年度に打ち上げのＡＳＴＲＯ－Ｈ、そ

れから「きぼう」については２７年度以降に随時行っていきますけれども、有

償・無償の数字、このようになってございまして、有償が増えておるという状

況にございます。 

 それから、Ｄ－１３ページに戻らせていただきます。真ん中に黒丸、「また」

とありますけれども、衛星データ利用、技術開発、ビジネス機会拡大等を目指

す事業者等に資する新たな枠組みを構築するということで、幾つか掲げており

ますが、１番目がＡＬＯＳ－２データ、先般上がりましたこのデータを用いた

国の大きなインフラですね、こういったところの経年的な変化、あるいは広範

囲にわたったもの、この老朽化したところへの対策を考えるということで、イ

ノベーション創造プログラムに３件採択されて進めております。 

 それから、その下、ＪＡＸＡは従来、オープンラボ公募制度というのを進め

てまいりました。Ｄ－６ページというのがございますが、下の絵がございます

が、宇宙服を日本がつくるとしたらどのような技術が必要であるかということ

を含めて基礎研究をやってきた中に、水冷の冷却下着という、我が国として、

日本としてより効率的にやろうとしていた研究が発展いたしました。世の中の

企業との協力の中で、原発での作業、あるいは化学防護服、あるいはエボラ出

血熱対応のそういった保健衛生面での活用ということで、今、事業化に向けた

検討をされている企業に協力してございます。 

 それから、Ｄ－１３ページに戻らせていただきます。我が国の「研究開発成

果の最大化」を図るという意味で、研究開発法人というふうになりましたが、

そういったところを先取りしまして、あるいは社会実装につながることをしっ

かりやろうということで、ＪＩＣＡさん、あるいはＪＳＴさんとの包括協力協
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定を締結したところでございます。これがＤ－９ページに、ちょっと字ばかり

で恐縮でございます。この上の（１）①にあります部分ですが、いわゆる国内

に非常に事業者のネットワークをお持ちのＪＳＴ（科学技術振興機構）さん、

それから③でございますけれども、産総研さん、それから物材研さんといった

ところとの協力を、従来ありましたが、包括協定を組織として結びまして、特

に材料系といったところを中心に、輸送系の技術、ロケット関連技術への適用

を鋭意進めているというような取り組みを進めております。 

 それから、Ｄ－１３ページの下２つでございますが、下から２つ目、特にこ

れは企業の皆さんにも出資をしていただいて、お金と人材、人件費ももってい

ただいて、お互いに持ち合って、さらなる次の新たな技術開発を進め、社会に

役立てようということで、これはまずは航空でございますが進めました。それ

から、３番目が、大学との連携のところでも工夫をして進めましたということ

でございます。 

 申し訳ございません、ちょっと急ぎます。Ｄ－１４ページでございますが、

同様に、これの事項としては技術基盤の強化及び産業競争力の強化への貢献で

ございます。Ｄ－１４ページ、濃い青であります。基盤的・先端的技術の強化

及び国際競争力強化への貢献。以下同様に、１５ページから黄色い個々の目標

について書いておりますが、ちょっとここのところのご説明、あと必要に応じ

て戻るということにいたしまして、先にまいりますと、Ｄ－２７ページという

のが同じ大きなこの基盤技術の強化、産業競争力への貢献という項目の②にな

ります。Ｄ－２７ページになります。こちらは基盤的な施設設備の整備を行う

という中で、黄色い部分に書いてある年度目標を設定して仕事をいたしました。 

 その結果として、Ｄ－３１ページに全体の総括をしてございます。全体とし

て、これも我々としてしっかりと進めてまいった中で、Ｄ－３１ページの上、

黒丸４つがその中でも特に我々として優れた成果であると思っている部分、そ

れから、その他として準ずるものとして幾つか成果を上げさせていただいてお

ります。 

 最初の黒丸、これは同じ例で大変申し訳ございません。これも別な切り口か

らするとこちらの項目にも該当するというお話。２番目、同様でございます。

特にここでは「きぼう」から放出する衛星の大きさをもっと大きくすると。従
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来は１キロ級中心のところが、あるいは１０キロ級のあたりのところから５０

キロ級まで広げたということで、新たな今後の発展を期待します。それから、

３番目の黒丸でございますが、ちょっと技術的に細かい、あるいは専門用語が

書いてあって大変恐縮ですが、これは内之浦から観測用に打ち上げます非常に

小さなロケットですね。直径３０センチほどのロケットを使って輸送系、ロケ

ット技術につながる実験をして成果を上げておりますということで、これは地

上への波及等を含めて、これが今後に行かされます。 

 それから、４番目の黒丸ですが、航空機のお話で恐縮でございますが、ＪＡ

ＸＡが持つスーパーコンピューターを用いた解析能力というのは、実は非常に

高いものがあります。そういったものを活用した研究をして、一部ＡＮＡさん

のほうでも使われているようなところも含めて成果を上げております。 

 それから、その他ということで①、②がありますけれども、具体的には海外

依存度の高い重要な技術、機器、こういった中から必要な部品をつくっていく

という中に、特に例えば民生の国内企業が強い、そういったものを宇宙用に適

用するということで、パワーＭＯＳＦＥＴというのが書いてございますが、こ

ういったものの実用化をしたとかいうこと。あるいは、我が国の強いリチウム

イオン電池の開発というようなところを進めてまいりました。 

 それから、次にまいりたいと思います。次が、宇宙を活用した外交・安全保

障政策への貢献というところでございます。Ｄ－３２ページです。これについ

ても同様に、Ｄ－３２ページ、濃いブルー、宇宙を活用した外交・安全保障へ

の貢献。それから、Ｄ－３６ページ、国際協力等というふうに２つの大きな項

目がございます。 

 全体の評価、Ｄ－４１ページにございます。我々としましては、これについ

ては当初の目的を超える成果を上げたということで、特にこの中の①がそれに

相当すると思っております。大きな黒い丸の最初でございますが、まず昨年度

の終わり、３月に、防衛省技術研究本部さんとＪＡＸＡとの間の包括協定を締

結いたしまして、２６年度においては相互の対話、交流を日常化させたと。お

互いの施設を訪問して、特に防衛省さんのほうで宇宙に使える技術としてどん

なものが日本にある、あるいはＪＡＸＡにあるのかということを見ていただく

機会をつくりまして、対話を続けております。 
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 それから、本文には書きましたが、お互いの人材交流も進めて、良好に関係

を構築いたしました。その中で、２７年度から予算が認められまして、開発を

進めております先進光学衛星というのがあります。これは従来、ＪＡＸＡが検

討してきた光学、「だいち」、ＡＬＯＳという衛星の初号機ですね。これの光学

部分をより発展させ、防衛省さんの赤外線センサをこれに搭載するということ

で、これが認められております。それから、安全保障関連の会議等への貢献。

共同研究契約を、従来２件あったところに１件追加というのがあります。それ

から、内閣衛星情報センターとの共同ミッションとして、これも２７年度の開

発着手が認められて、今進めておりますけれども、データ中継衛星を進めてい

ます。それから、宇宙の状況監視、スペースデブリの監視に対しては、先方、

アメリカのほうの監視の能力と、日本のＪＡＸＡの能力とのデータ交換という

ことでやっておりまして、これにまつわる米国国防総省の高官の皆さんも見学

に来ておられるというような状況があります。 

 それから、国連の活動でございますけれども、平和利用委員会の議長を、Ｊ

ＡＸＡ技術参与の堀川が務めたと。それから、新たに小委員会の議長に、向井

千秋元宇宙飛行士も内定しているというような状況です。 

 それから、国際協力でございますが、これに関してはＡＰＲＳＡＦというア

ジア太平洋地域の宇宙機関会議、今年２６年度で２１回目を迎えましたが、こ

こにさらにさまざまな機関の方に参加いただきました。これについては、ちょ

っと時間もない中で恐縮でございます。Ｄ－３８ページをごらんいただきたい

と思います。宇宙機関会議、そこの右上の表がございますが、内閣府さんはじ

め後援機関が従来の２から９に増えたとか、それから参加機関、円グラフがご

ざいますが、これは参加の人数を書いております。過去最多の人数で、幾つか

欧米等ありますが、彼らもこちらの様子を見にオブザーバーで来たりしており

ます。そういった機会を通じて、国際的にも国際関係として、より強化してい

くべき東南アジア諸国と、それからＪＡＸＡ理事長とのバイラテラルな会談と

いったところもしっかり行ってやってまいりました。 

 ということで、Ｄ－４１ページ。もう一つ済みません、Ｄ－４１ページの一

番下ですが、ＪＩＣＡさんとの包括協定を締結して進めておる中の成果として、

既に出ているものがあります。アフリカ西部のガボン国が、森林管理に違法伐
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採の対策等で、レーダーデータを使うというので既に始めておりまして、ＪＩ

ＣＡさんとはアフリカ地域のさらなる活用を図っていこうということで、ＡＬ

ＯＳ－２のみならず、幾つかの衛星のデータ利用の展開を図ろうとしておりま

す。 

 それから、Ｄ－４２ページ、相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進

というのがございます。これはまさに相手国のニーズに応えるために、政府が

いろいろ行っておられる事業への支援を行うというのが内容の中心でございま

して、Ｄ－４３ページですが、Ｂ評価ですけれども、我々として着実に事業を

進めておるというところです。４つ黒丸がありますけれども、内閣府さんはじ

めとする各府省、総務省さんも含め、さまざまな相手国ニーズに基づく事業を

やっておられるところの支援をしていると。それから、トルコが特に親日国で

もあり、それから宇宙に力を入れておられる中で、具体的に話を進めておりま

す。それから、中東の特に産油国における宇宙の衛星利用等が非常に積極的に

進められておるという中で、ＪＡＸＡもこういった国に対するキャパシティビ

ルディングですね、技術支援を我々として受託したりしております。 

 それから、具体的に黒丸の４つ目でございますけれども、日本企業が海外受

注をいたしました。海外衛星、それから海外衛星の打ち上げ、これはいずれも

中東の国でございます。ＵＡＥ、それからカタール。カタールの衛星をＨ－Ⅱ

Ａロケットで打ち上げるというような活動に、我々もキャパビル提供等で貢献

させていただいております。 

 それから、Ｄ－４４ページでございますが、効果的な宇宙政策の企画立案に

資する情報収集・調査分析機能の強化でございます。評価結果、４６ページに

書きました。これも着実に進めております。どうしてもこういった項目はなか

なかＡ等を取りにくいんですが、非常に我々として頑張っておるつもりです。 

 ４つ黒丸がございます。政策的に非常に重要だという中の新型基幹ロケット、

それから新たな技術試験衛星、国の国際競争力、企業の国際競争力を高める意

味もございますが、そういったもの。それから、国際的な宇宙探査の三十数カ

国の議論というようなところがありますが、こういったところで国に対してさ

まざまな情報を調べ、分析したものを提供させていただいています。 

 それから２番目ですが、同様に別な形ではありますけれども、共同研究の範
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囲を、従来あまり十分できていなかった外交・安全保障、産業振興といった視

点から進めておると。 

 ３番目ですけれども、メディアの皆さんも、非常にアジアの動向、それから

国際的な次の事業の動向といったところに関心をお持ちですので、そういった

ところのメディア対応の部分で、ここの組織が源泉を準備したりしたと。 

 最後の４番目でございますけれども、こういった政策立案の皆さんに、世界

情報のご提供というようなところもさせていただいておるという、この辺はし

っかりやっておりますという評価にしております。私の説明は以上でございま

す。 

○山川分科会長 ありがとうございました。それでは、今のご説明に対する質

疑をお願いいたします。いかがでしょうか。はい、小林さん。 

○小林専門委員 １つ目が、Ｄ－９番に、他の研究開発型の独立行政法人との

連携とありまして、そこの②に、ＮＩＣＴとの関係が１つ載っております。Ｎ

ＩＣＴですと、特に衛星の通信・放送関係での連携が密接にあるかと思うので

すが、今回は特に目立った業績がなかったためここに何も書いてないのでしょ

うか。連携の状況についてまず教えてほしいのですが。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） ここの記述は、プロジェクトを中心に書いてあると

ころがございますけれども、今、どうしても我々としても、プロジェクトを中

心のところでおつき合いさせていただいておるという状況です。 

 通信衛星が既に軌道上にございますが、例えばＷＩＮＤＳというような大容

量の通信衛星。そういったところでの、このデータをどう利用するかと。それ

から、今後のニーズにそれでどのように応用させていくかと。それから、ちょ

っと触れましたけれども、次の技術試験衛星というのは、いわゆるミッション

的にも、それから日本の国際競争力を高めるというところでも重要なんですけ

れども、こういったところの次にどういうものに取り組むかというところで、

通信ニーズとあわせて技術的に何が必要かというようなところを協力、展望さ

せていただいております。 

○小林専門委員 もう１点。Ｄ－３に達成目標と達成状況の表がありますが、

例えばライセンス供与では目標が６０に対して実績が２９５とあります。これ

だけを見ると非常にすばらしいと思うのですが、Ｄ－１３に、「ライセンス供与
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は２９５件となり、第２期中期計画の年平均（１３５件）」とあり、それを見る

と達成目標が小さ過ぎるのではないかと思います。第２期の平均が１３５件の

ところを、なぜ目標はずっと６０件なのでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） おっしゃるとおりでございます。ここの数字を決め

る際には、いろいろなことを考えます。我々、そうですね、自信がなかったわ

けではないんですけれども、現実的には我々の仕事のやり方として、実は数字

を追いかけるのではなくて、中身で勝負しようというところがあって、ちょっ

とその辺でこの数字の適切なものがどうなのかというところでは、ちょっと乖

離があったかもしれません。済みません、ちょっと私の記憶が曖昧ではありま

すが、おそらく第２期と同じ数字を上げたのかもしれません。ただ、大変繰り

返しで恐縮でございますけれども、我々の仕事のやり方として、数字をクリア

したから、だからＡだＢだという、そういう議論は慎んでおる中で。ちょっと

余計なことを申し上げましたが、そういうことでございます。 

○小林専門委員 わかりました。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） 幾つかそういう数字があろうかと思いますが。 

○山川分科会長 よろしいでしょうか。ほかにございますか。 

○知野委員 外交・安全保障のところですが、ＪＡＸＡとしては安全保障に関

して、どのぐらいまで増やしていきたいとお考えでしょうか。というのは、安

全保障に関しては、やはり機密等の問題もあるので、組織的にはどのぐらいの

割合でやっていこうとお考えでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） 今実際にやっておるところは、防衛省さんが宇宙に

ついて、防衛省さんの立場でどのようにそういったものを生かせるかというよ

うなところをご検討されているということだと思います。ですので、必要なミ

ッション、例えばさっきの赤外線センサの話がありますけれども、あれはホス

テッドペイロードという形ですし、それをあえて防衛省さんは、JAXA が開発す

る先進光学衛星に載せられるとお決めになったということですので、そこはど

ういうふうにお答えしたらよろしいでしょうか。何を増やすかというよりも、

国の中のそういう全体の方針の中で、我々が貢献できることはいろいろな形で

あると思いますので、そういう取り組みはもともと宇宙が持つリアルユースと

いう側面もありますので、むしろ防衛省さんがどのようにそういったＪＡＸＡ
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の持っているものを、ＪＡＸＡとの間で協力をしたいかという、そういう視点

で考えるべきなのかなと思っております。 

○知野委員 では向こうから呼びかけがあれば考えていくということですね。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） やはりオペレーション部門をお持ちの部分ですので、

それはやはりオペレーションをされているところがしっかり考えてやっていた

だくのが一番重要なことですので、気象衛星の件も代表的なところですが、や

はりご自身が行政の中でどうお使いになるかというところが一番重要ではない

かと思います。 

○山川分科会長 よろしいですか。ほかにございますか。どうぞ。 

○梅比良部会長 Ｄ－４３にいわゆる研究開発成果の最大化ということで、一

番下にあるように、ＪＡＸＡの成果が最終的に民間に移って、海外の衛星の製

造、打ち上げの受注を獲得したというのは、私自身は非常に大きな成果である

と思います。この受注のときに、ＪＡＸＡがどういう形でかかわっておられる

のかを可能な範囲で教えて下さい。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） 企業さんは、むしろやはり非常に受注活動の中では、

社内においてすらも守秘を原則としてやっておられるというところだと思って

おります。その中で、我々が実際にご協力できるところは幅広くございますの

で、むしろそれが国として動くのか、あるいは企業が独立して取りにいくかと

いうのは、いろいろケース・バイ・ケースであろうと思いますので、それはも

うどう言いましょうか、そういう状況について我々も教えていただくというの

はありますので。 

○梅比良部会長 なるほど。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） ですので、相手国が何を、衛星単独なのか、人材育

成も含めたパッケージでと。そのパッケージの中で我々が協力できるところに

ついては、お互いのコミュニケーションのチャンネルは持っております、ＪＡ

ＸＡと企業の皆さんと。そういったところで個別にやらせていただくと。 

○梅比良部会長 こういうふうにやるというのが決まっているわけではなくて、

個別にそういうところを埋めていっておられるということですか。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） この黒丸の一番上に書いてありますように、国のほ

うでもいろいろな取り組みが必要だというふうにお考えですし、新たな施策で
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やろうとされている中で、我々が持ついろいろな経験とか何かはお役に立てる

と思っています。 

○梅比良部会長 わかりました。ありがとうございます。 

○山川分科会長 ほかにございますか。どうぞ、田辺さん。 

○田辺分科会長代理 ここの１.４.は、ＪＡＸＡ内部の研究開発がどこまでい

ったというような研究者魂を試すところではなくて、逆に民間や他の社会主体

の方にどうスピンオフして利用していただいたかという、新しい観点が加わっ

た部分をまとめて評価の対象にしているというところだと思っています。ただ

お話を聞いてみると、例えば１.１.の１から４まで、測位やリモートセンシン

グ、それから宇宙輸送というところで、アウトプットとして民間を加えてここ

まで利用したというプラスの評価になっているものが、こっちの方に割と反映

されているような側面もあります。何が言いたいかというと、アウトプットで

はないところで、逆に言うとネットワークとか、それから関係の構築とかがい

かに増えたかという部分を出していくことが、この評価の時には比較的必要で

はないかという気が個人的にはしております。 

 Ｂ評価とか、それからここのＡという評価は、私自身はそうかなと納得はし

たのですが、ただ、例えばこれが主体別に見たときに、大学であるとか、それ

から関係の産総研であるとか、そういう他の主体とネットワークがどうできた

とか、それから、海外とどういうつながりができたとか、それから民間とどう

つながりができたかという、ＪＡＸＡの狙いと、逆にもっとできるのではない

かみたいな部分が、少なくとも評価の中で行ったというのは見えないのですが、

まだできるというような側面が見えてこないので、何かご感想があればお伺い

したいというのが１点目です。 

 ２点目は、こういうネットワーク向けの民間利用を、大学も同じようなこと

を言われています。その時にいつも問題になるのは、知財の処理の問題です。

ＪＡＸＡの方でこういう一連の展開をしていく中で、知財の処理、ライセンス

の供与のほうは楽なのかもしれないですが、相手方が逆にこの知財は、絶対Ｊ

ＡＸＡには見えないようにするので、なかなかうまくいかない等々、それから

内部体制がまた不十分であるのかどうかとか、何か障害に感じているようなも

のがありましたら、お伺いしたいと思います。 
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○ＪＡＸＡ（山浦理事）】  大変難しいご質問だと思います。最初のほうは、

先生のおっしゃる部分、そのとおりだと思うところと、それから、ちょっと私、

先生のご助言、ご指摘、もしかして間違って解釈しているところがあるかもし

れませんが、思うところをお答えしますと、我々の評価として、まずどういう

ところを我々として、こういったところでディスクライブしなきゃいけないか

というときに、何々をしましたという行動のみを書くということは、評価の場

ではできるだけ避けたいと。その結果として何を生み出したかということをし

っかり、これは評価の場だけではなくて日々の活動として、この新理事長着任

後の２年間進めてまいりました。 

 ということで、どうしても取り組みの結果がどうなるかというと、やはりこ

の部署はこの仕事をするけれども、この部署はこっちの仕事をするということ

よりも、むしろかなり外のいろいろな法人ですとか大学の皆さんと協力する上

では、そこを橋渡しをするといいましょうか、そういう機能がどうしても組織

の中にありまして。というか、それをもって、よりそこを活性化して進めてお

る状況ですので、Ａ部署とＢ部署が共同でつくり出しているという成果が幾つ

もあるんですね。それを側面を変えると、どうしても、どういう立場でこれの

アウトプット、アウトカムを生み出そうとしているかというところで、同じよ

うなところが出てこざるを得ないかなと思います。 

 それからもう一つ、先生おっしゃった１つ目の中の、もっとやれるのではな

いかというのはおっしゃるとおりだと思います。これは実際には、例えばヨー

ロッパの宇宙機関の人たちと、私のような立場の人と話していても同じなんで

すが、どうしても従来の、宇宙を中心に考えるところで閉じこもっていたのを

どのように打破して、それで広げていくかという仕事のやり方、発想から変え

ないといけないので、先生おっしゃるとおり、そこは今努力して、よりこれか

らやるべき余地があるかと思っておりますので。お答えになっておりますでし

ょうか。だから、どういう視点でそれを評価するかというところは、実際に我々

としては最後、何を生み出したかでしかないのかなと。 

 それから、２番目の関係ですが、知財、特許、ライセンス、そういったとこ

ろで、まず実は特許の重要性について、今、これもたびたび理事長を引き合い

に出して申し訳ないんですが、理事長はやはり企業出身ですので、そこの特許
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の重要性を実に言っておりますので、特許に関する取り組みは急速に加速して

おります。ただし、公開することによって、むしろまずいというようなものも

扱っておりますので、例えばロケットとかですね。そういったところの切り分

けをどうするかというのは、やはり世界的ないろいろな動向を見ながらやらな

いといけないというところの議論も、あわせてしております。 

 それから、あとは済みません、先生のもう一つのご指摘は。 

○田辺分科会長代理 いや、その２点です。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） それから、そうですね。もう一つは、知財の所有に

関するところが、今までＪＡＸＡと一緒に仕事したときは共有すると。それか

ら、ＪＡＸＡの許可がない限り自由に使えないというようなところがありまし

たが、これは古い考え方ですので、これは変えました。例えば、そういう世の

中的に考え方がいろいろ変わっておる、そういったところは今、変えておりま

す。 

 それから済みません、もう一言。イノベーションハブという仕組みを取り入

れましたが、これについてもさらに進んだ知財の扱いといったところで、今、

ここのフレームワークの中で進めようとしておりますので、いいものがあれば、

ＪＡＸＡ本体全体に取り入れるというようなことも、２７年度から進めており

ます。 

○田辺分科会長代理 ありがとうございます。 

○山川分科会長 よろしいでしょうか。そろそろこの項目の審議の時間になっ

てきたのですが、特に何かございましたらお願いいたします。よろしいでしょ

うか。 

 では、この５つの項目については、これで審議を終わりたいと思います。 

 続きまして、最後の３項目ですね。参考資料３の１５から１７番目の項目に

つきまして、ＪＡＸＡより説明をお願いいたします。川端理事、お願いいたし

ます。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） はい。この資料のＤ－４７からが、人材育成という

ものです。ここで人材育成といっていますのは、大きくいいますと、宇宙科学

研究所における大学院への協力の話と、青少年の宇宙教育という２つの大きな

分野があります。 
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 それで、２８ページにＩＳＡＳでの大学共同利用システムを使ったところの

大学院教育への実績をデータとして上げさせていただいていまして、２９ペー

ジには、連携大学院との関係のデータをつけさせていただいておりますが、こ

のあたりにつきましては、本来業務として粛々としっかりやっているというご

報告をさせていただきます。ただ、この人材についてはＡという評価をさせて

いただきますので、その点についてご説明申し上げますと、Ｄ－６０ページと

いうところをごらんください。 

 青少年向けの科学教育の飛躍的な浸透ということで、ＪＡＸＡではかねてか

ら、「コズミックカレッジ」というのをやっております。これは宇宙を題材とし

た科学教育、理科教育。これは小中学生に向けて行う体験型の科学教室で、１

つの柱としてやっております。これはおのおのの地域が青少年育成事業として

やっていくというもので、ＪＡＸＡと開催団体が共催でやっていく、そういう

建て付けのものです。 

 これにつきまして、ＪＡＸＡが丁寧にその地域の指導者にご説明、あるいは

コンサルテーションをやるとか、あるいは宇宙教育指導者育成セミナーという

ようなもの。ボランティアでやっていた方を育成するセミナーというものを開

催するというようなことをいろいろ努めてきた結果、この「コズミックカレッ

ジ」というものが一過性のイベントではなくて、定着したという段階に至った

と考えております。２６年度は、全国の４５都道府県で、目標が１５０回のと

ころの２倍を超える３３８回を実施しました。ただ、これも力任せに日本中で

やり散らかしたというたぐいのことではなくて、やっと経費も含めまして、地

方の主催団体が自分でやるというふうになってきました。昨年度やった自治体

のうち、９割が２６年度にも自主財源でこれをやるというふうな状況になりま

したので、これは内容についても、ＪＡＸＡがいいもの、いいものと語ってい

るだけではなくて、やっている方も満足度が高くて、持続可能な仕組みになっ

たという判断をしております。これがＡをつけた大きな理由です。 

 それから、学校教育につきましても、これもＪＡＸＡはご案内のとおり、い

ろいろな教材を何百個もつくっています。そういったものを展開して、宇宙航

空を授業に取り込んでいただける、そういう学校の連携校を増やしているわけ

ですが、これも目標を上回る数値を出しています。それから、地域の拠点でも、
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ＪＡＸＡの経費負担のない形でやっていただくというようなことで、この取り

組みが全国的に持続可能な形になったということをもって、Ａとしております。 

 それで、小中学生向け教育以外のいろいろなものについては、この前のペー

ジに大学院教育とか、航空分野とかいろいろなところでそれなりにやっていま

すが、そういったもの全てについてしっかりと一定の目標値は達成しています

し、内容も充実しているというようなことで、全体としてＡということをつけ

たところでございます。 

 次が、情報開示・広報です。これはＤ－７２ページをごらんください。情報

開示・広報というのは、基本的にはざくっというと広報ということになります

けれども、これにつきましては、新たな取り組みや大規模な外部連携企画を実

施して、外部の発信力、資金、ネットワークを使うということで、ＪＡＸＡが

自分で広報予算をとりにいって、自分で頑張るみたいなことはやや限界があり

ますので、ＪＡＸＡが費用を使うことなく、自分だけではできないものを掘り

起こしてやっていくと。他人の褌でやるというような方向で工夫をこらしたと

ころです。 

 例としては、幕張メッセでやりました宇宙博。それから、東京ドームの「Ｔ

ｅＮＱ」、それから現代美術館でやりました「宇宙×芸術」展のようなものを一

緒にやらせていただいて、７４万人に来ていただきました。これはＪＡＸＡ全

体で、ＪＡＸＡは自分の施設を１２施設持っておりますが、それを合わせても

５７万人ですので、この３つの企画だけで１.５倍来ていただいております。宇

宙博については主催者と共催でいろいろな協力をしまして、主催者自身の発信

力を生かして、特番とか特集記事もいっぱい出ておりますし、イベントもあり

ます。スカイツリー周辺での交通広告もいっぱい出ていますし、公式サイトも

５００万見ていただいているということで、宇宙博をプラットフォームに、広

い分野の発信ができたというふうに考えています。 

 それから、「はやぶさ２」につきましては、打ち上げのときにパブリックビュ

ーイングをやっていますが、ＪＡＸＡサイト以外にＹｏｕＴｕｂｅとかＵｓｔ

ｒｅａｍ、ニコニコ動画のようなものでも中継をいたしまして、１２３万件の

アクセスをいただいています。さらにこれも新しい試みですが、産業界に働き

かけて、協賛金をいただきまして、「はやぶさ２応援キャンペーン」というよう
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なものを実施しました。これによって、さまざまなメディア、媒体を通じて、

広く子供から大人まで発信ができたというふうに考えています。 

 日本中の科学館のうち、連携先が１００館を超えることになりました。これ

も成果の１つと思っています。こういったことの結果かどうか、直接かどうか

はわかりませんけれども、調査結果によりますと、下の黒ポチのほうですが、

ＪＡＸＡのテレビの露出をＣＭ費換算すると――こういうことをやる会社があ

るわけですが、４８億円。これが意味があるのかどうかわかりませんけれども、

４８億円で、何と日本で３位と。前年度から相当増えました。新聞を合わせる

と１０６億円の効果ということで、前年度に比べて大幅に増えております。 

 それから、毎年行っております国民への意識調査でも、認知度、再認認知度

ですから、ＪＡＸＡを知っていますか、はい、知っていますみたいなことです

が、これが過去最高の８７.８％になりまして、ＮＡＳＡが８０％、天文台が５

０％ですから、非常に認知度が高いということです。それから、７５.７％の方

が、宇宙開発活動について「役に立っている」とかというポジティブな評価が

増えていまして、「お金がかかる」とか、「身近に感じられない」とかというネ

ガティブ評価が相当減ってきているという傾向にございます。それから、情報

発信のために、英語版のウェブサイトのリニューアルとかがございますが、非

常に好評だということ。 

 前提として、２６年度は大変な成果が上がったというふうに考えております。

ただ、その原因として、広報が大変頑張ったというのが基本でしょうけれども、

若田宇宙飛行士がいたとか、「はやぶさ２」が上がったとかという、発信すべき

コンテンツがこの年にあったということがもちろん基本でございますので、そ

ういったこととの合わせ技として考えて、ＳではなくＡだという評価をしてお

ります。 

 続きまして、事業評価の実施では、次のＤ－７３ページですが、これはＢ。

ＪＡＸＡの事業につきましては、ご案内のとおり政府の宇宙政策委員会、それ

から文部科学省の宇宙開発利用部会等々で逐次ご報告をさせていただいており

ます。それから、機構の内部におきましてもいろいろなプロジェクトのフェー

ズごとに審査会をやっていますが、その審査会にも外部の委員を入れていただ

くことにしていまして、内部と外部と２段階にやっております。それから、Ｉ
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ＳＡＳのほうでは、宇宙理学委員会とか宇宙工学委員会といったような委員会、

大勢の研究者がいる会でいろいろな議論が行われておりまして、そういう仕組

みの中で着実に事業評価をやっているということで、Ｂ評価をつけさせていた

だいております。以上でございます。 

○山川分科会長 ありがとうございました。それでは、ただいまのご説明に対

しまして、質疑をお願いいたします。 

○梅比良部会長 よろしいですか。人材育成は、どのぐらいのリソースをかけ

るかにかなり依存するかとは思うのですが、Ｄ－５３を見ると前年度比で減少

している項目が随分あります。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） そうですね、はい。 

○梅比良部会長 これは今、どういう評価をされているのでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） これは２５年度が、研修とか連携校の出前授業みた

いなのが極端に高いんですが、これは神戸市の教育委員会との協定を結んだ記

念事業的なことでいろいろなイベントをやって、それに５００人来るようなこ

とをやったとか、あともう１個、諏訪のほうで３００人来るイベントをやった

ということで、８００人ぐらいが突然積んであるということです。そういう特

殊事情を除くと、大体こんな感じで推移しているということが１つでございま

す。ですから、前年度より減ったというのは特殊要因であると。 

○梅比良部会長 前年度多かったのが、かなり特殊な状況だったということで

すか。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） 途中で、前々年度もその前もずっともっと低い数値

でございます。ただ、それよりも先ほど申し上げたように、あちこちでイベン

トみたいなことをがんがんやることにあまり価値を置いてなくて、相手の負担

で事業を続けていただくのにどうするかということを重視いたしました。 

○梅比良部会長 なるほど。それならば、例えばこういうのに対してのバジェ

ットが幾らぐらいだったのが、今回こういうふうな施策をすることによって、

このくらい節約できたというような評価軸を示していただけると、言われてい

ることが非常に納得しやすいと思いますが。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） 今、手元にございませんが、基本的にほとんどのと

ころが、この「コズミックカレッジ」とかというそういうものについて言えば、



 - 59 -

やったところの９割がずっとやっていただくようになったわけですから、そこ

だけ見れば大幅削減。ただ、これがＪＡＸＡの予算にとって大きいかというと

そんなことはもちろんないので、衛星、ロケットと違いますので。ＪＡＸＡ全

体の費用対効果がどうかというと、それは大したことはないと思います。もと

もと広報、教育という世界の中の話をしていますから。 

○梅比良部会長 もちろんロケットをつくったりするのとは全然違うのは分か

っています。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） やっぱりこういうのって、地元で、ＪＡＸＡが全部

やってくれるんだったらやってくださいみたいな話ばかりで、自分でやるかと

いうと、みんなうっとなるところを、そうじゃなくて……。 

○梅比良部会長 ぜひ地元の自分たちでやりたいと。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） 燃えている理科の先生をつかまえたりしながら続け

ていくということをどうするかという、そういうことですね。 

○梅比良部会長 それならば、そういう話がもう少しわかるようにしていただ

けると助かります。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） 工夫します。 

○梅比良部会長 はい、お願いします。 

○山川分科会長 今の少し気になったのですが、広報の予算は確かに少ないか

もしれないです。ＪＡＸＡ全体では確かに効果がなかったかもしれないのです

が、そうすると広報のインセンティブがなくなってしまうので、やはりそこは

主張されたほうがいいのではないかと、私は逆に思いました。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） 効果がなかったと言っているのは、予算の削減とい

うものを狙ってこれをやっているわけではないということですね。失礼しまし

た。 

○山川分科会長 それは承知しています。 

○田辺分科会長代理 それと、人材育成のところですが、一番初めの総括のと

ころで、理事長がある意味リーダーシップを発揮したということが２つ書いて

あり、１つは組織再編で、これはお伺いしてわかったのですが、もう一つの人

材育成が一例だけ挙げられていましたので、理事長が人材育成に関してどうい

うリーダーシップをとって、どういう主張をなさって、人材育成を進めていく
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部署としてはそれをどう受け止めていったんでしょうか。ある意味評価という

のは、顔が見えないようにやるというのが主張ですけれども、ただ、理事長の

顔が見える側面に関しては、そこのところをきちっと我々として受け止めて、

今年は何やったのかをエクスプレジットにすることも悪くはないと思いますの

で、その点をお伺いできればと思います。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） ちょっとそれは不注意だったかもしれませんが、冒

頭の人材育成というのは、この事業の大学院教育がどうこうとかＪＡＸＡの活

動ではなくて。 

○田辺分科会長代理 ではなくて、ＪＡＸＡの中のことでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） ＪＡＸＡ職員のことを、理事長はむしろおっしゃっ

ていて、ここは事業になっているものですから、ちょっと違う話になります。 

○田辺分科会長代理 わかりました。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） こちらの資料のつくり方が不十分でした。 

○山川分科会長 知野委員。 

○知野委員 メディア露出度のお金への換算ですが、これはこれからも毎年や

っていくのでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） はい。 

○知野委員 前もお尋ねしたかもしれないですが、不祥事とか、あるいは情報

流出とかセキュリティの問題などが出た場合に、それに関してはマイナスをす

るというお考えはないのでしょうか。というのは、出たことで、プラスだけを

足しているのは少しおかしいのではないか。世の中にはマイナスの評価になる

ことが出ることもあるので、その辺のお考えはいかがでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） そうですね、某法人は別のことで非常に露出が高ま

っていますから、おっしゃるとおりです。いっぱい出ればいいというわけでは

ございません。ただ、ここに書きましたのは、広報というのは一体何で評価す

るんだろうということがあったものですから、目に見えない広報の評価をどう

あらわすかというところの１つとして、イベントをいっぱい書くのもいいでし

ょうけれども、こういうのがありますねと。それで意識調査でもこうですねと

いうのをやむを得ず挙げさせていただいていまして、これが広報の成果だとま

では正直思っておりません。 
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○知野委員 そうですね。それとやはりこういう形で出して、うちはすごいと

いうことでＡをつけられるのであるならば、今申し上げたようなマイナスのも

のを、どう数値化するかも含めてお考えになる必要があるのではないかと思い

ます。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） そうです。今回Ａをつけたのは、ＣＭ換算費が高か

ったからというよりは、広報費、税金を使わずに外との連携に努めた結果、こ

ういうことになったということに着目しております。今までのように予算を獲

得して頑張るんだというんじゃなくて、もっと発信力がある団体は世の中にた

くさんあるから、そこと組もうというふうに振ったということをもってという

ように考えております。 

○山川分科会長 よろしいでしょうか。はい、藤本委員。 

○藤本専門委員 宇宙博、テレビのニュース等で、非常におもしろいと思いな

がら見ておりました。これは最初誰が思いついた、というか、どういうダイナ

ミックスで実現されたのか、非常に興味があるのですけれども。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） 私も詳細は承知はしていないんですけれども、ＪＡ

ＸＡがこれをやろうと思ってやったわけではないですね。ほんとうは仕掛けの

初めからうちがやっているというのなら、それは大したものだと思いますけれ

どもということです。 

○ＪＡＸＡ（上垣内広報部長） 広報部長ですけれども。ＮＡＳＡの展示を、

世界を回るというので、アジアに最初に来たのが日本ということで、そのとき

にＮＡＳＡの展示だけするんじゃなくて、我々も一緒になってＪＡＸＡの活動

の宣伝にしようという形で、その活動に入って一緒に連携してやると、そうい

う流れで。 

○藤本専門委員 積極的に働きかけて、イベントを盛り上げていったという感

じなのですか。 

○ＪＡＸＡ（上垣内） ええ。ＮＡＳＡとやるという話があったんですけれど

も、そこもしっかりＪＡＸＡも入って展示をさせていただくというふうに、積

極的に取り組みました。 

○藤本専門委員】  今後もこういった活動をなさるのでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（上垣内） ええ、それはぜひ。 
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○ＪＡＸＡ（川端理事） 宇宙博みたいなのが毎年あるとは思いませんけれど

も、いずれにしてもいろいろなものについて食いついていったり仕掛けていっ

たりしてやっていくと。コンテンツ持っていますからということです。 

○藤本専門委員 ありがとうございます。 

○山川分科会長 私からですが、理事長が定期的に記者会見をしていると思う

のですが、そこについては書かれていますか。私が申し上げたいことは、一般

向けにいろいろなイベントを発信するのは、非常に重要なことですけれども、

ＪＡＸＡの実際の事業を具体的に、特に新聞、あるいはテレビに対して直接に

発信できるのはやはり理事長だと思いますが、そのあたりの成果に関しては、

整理をされたでしょうか。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） どうでしょう。冒頭の総括には……。 

○ＪＡＸＡ（上垣内） 済みません、そこはちょっとここには特に載せてござ

いませんが、月に１回、理事長の記者会見ということで、直接記者の方に理事

長の考えですとか方針を話す機会を設けさせていただいておりまして、話題に

よっては非常に興味深く聞いていただいたりということもあるというふうに思

っております。 

○山川分科会長 例えば、毎回それがちゃんと新聞に載るとか、そういったふ

うになっているかどうかとか、そういった評価はできるのではないかと思いま

す。 

○ＪＡＸＡ（上垣内） ありがとうございます。それもそのようにしていきた

いと思います。まあ、それが直接すぐに新聞に載るというよりは、常日頃から

ＪＡＸＡの理事長がどういうふうな考えで事業を進めているかというのを、多

くの記者の方に理解しておいていただくと。その上で何か事業があったときに、

それを踏まえて記事にしていただければ、問題のない報道をしていただけるの

かなと、そういう考えで進めております。 

○山川分科会長 わかりました。 

○知野委員 同じ質問をしようかと思っていたところでした。 

○山川分科会長 そうですか。失礼しました。 

○知野委員 いえいえ。要するに、理事長の発言がどれだけ記事に取り上げら

れたかという数値を出されることは可能だと思いますし、何かニュースを発信
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するというのもあるのかなと思いました。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） そうですね、留意します。ありがとうございます。 

○山川分科会長 あと、ほかにございますか。一応４５分をめどに考えており

ましたので、あと１つ２つぐらいお時間ありますけれども。どうぞ。 

○田辺分科会長代理 １点だけです。企業への広報の話ですが、色々やってい

くことはすごくよくわかるのですが、ＰＲをするときの一番初めの部分は、オ

ーディエンスを誰に設定するかというところが非常に重要だと思います。資料

を拝見すると、かなり学校関係中心ですよね。例えば、授業に入れるとか、義

務教育からスタートして大学までのチャネルが中心になっているのですが、そ

れ以外は、ターゲットとしてどういうふうにお考えなのでしょうか。例えば、

単純にいうと一般国民であるとか、それから、宇宙産業にかかわるような民間

企業であるとか、色々と他のオーディエンスがあろうかと思いますが、そこの

ところが少し見えてこなかったので、何かあればお聞かせください。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） はい。今、ＪＡＸＡは人材育成というのは宇宙教育

センターを中心にやっていますが、この中期計画でも、青少年を対象にした教

育活動という、そこをまず狙っているということになりますので、１つは学校

教育への浸透と、あとは「コズミックカレッジ」のような社会教育、学校外の

学習というふうになっておりますので、おっしゃるような社会人とか産業界と

いうのは、それほどメーンターゲットになっていないというのは事実です。 

○田辺分科会長代理 今のオーディエンスで、ここがやっぱり中心だから、こ

の中期計画期間の中ではここを集中的にやっていくという何か抱負はあります

か。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） この中期計画期間は、そういうことでやっていこう

と思います。中期計画を変えるということは、あまり考えていないので。 

○田辺分科会長代理 わかりました。それはそれで。 

○ＪＡＸＡ（山浦理事） 私の所掌になりますので、あえてご理解いただくた

めに発言させてください。広報活動という言葉より、もうちょっと違う視点か

もしれませんけれども、やはり政策決定者、あるいは政治家の皆さん、それか

ら関係府省の高官の方とかというレベルでの意思疎通は、理事長は積極的にや

ると申してやらせていただいて、それは広報活動というよりも、むしろ経営者
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としての活動ですし。もう一つは、メディアの皆さんとの会話をすることは、

さっき広報部長も言いましたけれども、正しい情報が新聞を通じて流れるとい

うことが、やはりいろいろな方に、政治家や政府の皆さんにも伝わるというこ

とになると思っております。 

 それからもう一つ、これも私の所掌ですが、企業の皆さんとのコミュニケー

ションというのは、いろいろなレベルでやらせていただいておりまして、そう

いうところでつい先日も企業の皆さんとやりとりさせていただいたんですが、

ざっくばらんにお話しできるような雰囲気の中でやるというところで考えをお

伝えするという、そんなことは努めておりまして、ちょっと我々的には、広報

活動というカテゴリーではございませんので、この資料ではちょっとそれは記

述がなかったと思います。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） 私申し上げたのは、人材育成のところの青少年教育

活動ということで申し上げて、広報ということであれば、青少年に全く限って

いなくて、おっしゃるようなターゲットも、むしろ社会人のほうが弱いところ

がありますから、やらせていただいております。説明が不十分でした。 

○田辺分科会長代理 ありがとうございます。 

○山川分科会長 そろそろ時間ですが、ほかに何かございますか。どうぞ。 

○小林専門委員 ＪＡＸＡの場合、大学に比べて非常にメディアの露出度が高

く、恵まれていますよね。例えば、「はやぶさ」が成功すれば、テレビで何回で

も宣伝してくれます。それを積極的にうまく利用するというのは、やはりホー

ムページとかウェブの活用があると思うのですが、一般の人たちがテレビを見

てホームページにアクセスしてくる。そこで、ＪＡＸＡがやっている具体的な

内容について知る。そういう意味で、ウェブの開発で、例えばアクセス数がど

うなっているかとか、ウェブの出来不出来の評価をしてくれるところもあるよ

うですが、そういう評価は行ってらっしゃるのですか。 

○ＪＡＸＡ（川端理事） やっています。おそらく、独法の中ではこの手のウ

ェブとか、ＩＴとか、そっちのほうに割合力を入れてやってきたものだと思っ

ています。コンテンツがいいから寄ってくるというのはもちろんありますけれ

ども、相当工夫させていただいております。この英語版のウェブについても加

えさせていただいて、大変評判がよいです。 
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○山川分科会長 よろしいでしょうか。そろそろ時間になりましたので、以上

で本日のヒアリングを終えたいと思います。ありがとうございました。 

 最後に、各府省の事務局より事務連絡があればお願いいたします。 

○頓宮参事官 冒頭ご説明申し上げましたように、机上資料２の評価シートに

ご記入をいただきまして、事務局にご提出をお願いしたいと思います。本日ヒ

アリングしていただきました内容に関するご意見のご提出期限につきましては、

内閣府は７月１７日の１８時、総務省は大変期限が短くなって恐縮ですけれど

も、部会でのご意見取りまとめが７月２４日となりますので、７月１５日の１

８時でお願いします。 

 机上資料２につきましては、後ほど事務局から電子媒体でメールでお送りし

ます。そのときに期限につきましてもあわせてご連絡いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

 評価を行う上で必要なご質問や追加資料のご依頼等につきましては、電子メ

ールで事務局にご連絡いただければ、適宜ＪＡＸＡからご回答いただくことを

考えております。これも時間が短くて恐縮ですが、月曜日の６時までにお願い

できればと思っております。 

 資料２の分厚いバインダーの今日の説明資料ですが、これは次回も使用しま

すので、お持ち帰りにならないようにお願いします。ただし、これがないと評

価できないということがあろうかと思います。別途ツーアップで印刷したもの

をご用意していますので、後ほどお渡しします。 

 それから、内閣府の次回のＪＡＸＡ分科会は８月１１日の１０時から、この

宇宙戦略室の大会議室で開催いたしますので、よろしくお願いします。総務省

の次回のＪＡＸＡ部会は、７月１３日の１５時から、文科省の東館１３階会議

室２及び３にて合同ヒアリングを開催するとのことでございますので、よろし

くお願いします。 

 本日は、どうもありがとうございました。以上でございます。 

○山川分科会長 本日は、長時間ありがとうございました。 

以 上 


